
目
標
を
決
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

い
つ
ま
で
も

2nd album 『Create』発売記念ツアー 2013

特集

１年間の
お金の使い方が
決まりました

「自立と協働で創る、元気なまち三股」の
 実現へ向けて

み ま た 演 劇 フ ェ ス テ ィ バ ル
まちなかでドラマに出会える町の３日間

プログラム・料金などは、回覧・三股町立文化会館WEBサイトにて！CHECK
on

WEB

まちなかの５会場で、ドラマ（演劇）の「観る」「書く」「読む」が楽しめる
とっておきのウィークエンドです。
５月18日（土）・19日（日）にはプレ・シアター！（１週間前の前夜祭）もあります。

三 股 町

５月24日（金）〜26日（日）開催！

三
ま ち

股 × 演
ド ラ マ

劇 × あ な た

読む
ドラマ

書く
ドラマ

観る
ドラマ

■日　時／5月1日［水］
午後７時00分開演　（開場は開演の30分前）

■料　金／一般…1,000円　大学生以下…500円　ペア…1,500円（前売のみ）　未就学児…無料
　※全席自由　※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
■出　演／ �Twilight Trombone Quartet（今村岳志、東川暁洋、廣田純一、佐藤敬一朗）
■プログラム／グリーグ作曲「ホルベルク組曲より前奏曲」、ドンディーヌ作曲「４本のトロンボーンのための組曲」　ほか

Twilight
Trombone
Quartet
CONCERT

まちドラ！

ゴールデンウィークに
ご家族で楽しめるコンサートです

平
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三股町立文化会館自主文化事業
●お問い合わせ・WEB予約・電話予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel.�0986−51−3462� 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は発行しないことがあります。

4 花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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予
算
は
ま
ち
の
設
計
図

平
成
25
年
度
の
本
町
の
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
︒予
算
と
は
︑１
年
間
の
収
入

と
支
出
の
見
積
も
り
の
こ
と
︒﹁
一
般
会

計
﹂
は
生
活
全
般
に
関
す
る
施
策
を
経

理
す
る
会
計
で
︑﹁
特
別
会
計
﹂は
︑介
護

保
険
事
業
な
ど
の
特
定
事
業
を
経
理
す

る
会
計
で
す
︒予
算
編
成
で
は
︑﹁
自
立

と
協
働
で
創
る
元
気
な
ま
ち
三
股
﹂
を

目
指
し
︑
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
︑
活
気
を
生
み
出
す
た
め

の
町
独
自
の
事
業
に
加
え
︑
国
の
政
策

も
織
り
込
ん
だ
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

真
に
町
民
が
満
足
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

木
佐
貫
町
長
は
︑
平
成
25
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会
で
︑
本
年
度
の
町
政
に

対
す
る
施
政
方
針
を
表
明
︒
そ
の
中
で
︑

﹁
新
た
な
三
つ
の
目
標
﹂
と
﹁
町
総
合
計

画
に
基
づ
く
五
つ
の
柱
﹂
ご
と
に
重
点

施
策
を
説
明
し
ま
し
た
︒
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
︵
一
部
抜
粋
・
要
旨
︶︒

平成25年度当初予算

※�グラフは四捨五入のため、実際の数字と一致しない場合があります。

平成25年度 三股町の歳入内訳 〜総額／92億円〜

町税
18億6,178万円

20.2％

地方交付税
27億4,099万円

29.8％

国庫支出金
11億8,862万円

12.9％

繰入金ほか
8億2,590万円

9.0％

町債
13億1,227万円

14.3％

県支出金
8億3,658万円
9.1％

そのほか
4億3,383万円

4.7％

自主財源
26億8,768万円（29.2％）

依存財源
65億1,231万円（70.8％）

義務的経費 経常的経費 投資的経費
42億4,077万円（46.1％） 33億3,122万円（36.2％）

人件費
13億4,617万円

14.6％

扶助費
22億6,112万円

24.6％

公債費
6億3,347万円

6.9％

投資及び出資金・貸付金
5,362万円

0.6％

物件費
12億8,975万円

14.0％

繰出金
10億3,239万円

11.2％

補助費ほか
10億906万円
11.0％

投資的経費合計
16億2,799万円

17.7％

補助費等
8億4,237万円

9.2％

普通建設事業費
16億2,602万円
17.7％
災害復旧事業費
197万円
0.0％

予備費
1,100万円

0.1％

積立金
4,657万円

0.5％

維持補修費
5,549万円

0.6％

平成25年度 三股町の歳出内訳 〜総額／92億円〜

本
年
度
の
重
点
項
目
（
一
部
抜
粋
・
要
旨
）

三
股
町
長 

木
佐
貫 

辰
生

私
は
、
町
長
と
し
て
の
任
期
前
半
の
約

２
年
余
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。後
半
の
任
期
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
今

後
の
２
年
間
、
そ
し
て
中
長
期
を
見
込

ん
だ
新
た
な
三
つ
の
目
標
「
明
る
く
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ

ン
の
充
実
」「
教
育
行
政
の
充
実
」
を
掲
げ
、

計
画
的
な
施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年

12
月
に
可
決
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
町
民
が
満

足
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
町
民
の

負
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
第
５
次
三
股
町
総
合
計
画
基
本

構
想
の
基
本
目
標
と
し
て
い
る
「
自
立
と

協
働
で
創
る
元
気
な
ま
ち　

三
股
〜
地

域
主
権
の
到
来
を
見
据
え
た
、
町
民
総
加

の
ま
ち
づ
く
り
〜
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
、

一
，「 

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
、
快
適
に
暮

ら
せ
る
定
住
の
ま
ち
づ
く
り
」

一
．「 

歴
史
と
伝
統
を
尊
び
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
文
教
の
ま
ち
づ
く
り
」

一
．「 

や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

一
．「 

活
力
あ
る
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

一
．「 
人
々
の
英
知
で
支
え
る
自
主
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
」

の
五
つ
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
懸
命
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
つ
い
て
、

女
性
の
登
用
を
進
め
、
地
域
・
社
会
活
動
団

体
に
お
け
る
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

参
画
促
進
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
昨
年
９
月
、
八
つ
の
町
事
務
事
業
に

つ
い
て
外
部
評
価
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
よ
り
的
確
な
事
業
の
選
択
な
ど
を
行

い
、
一
層
の
改
革
改
善
及
び
職
員
の
意
識

改
革
と
町
民
の
協
働
の
推
進
を
図
る
た
め
、

今
後
も
外
部
評
価
を
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、

都
城
市
・
曽
於
市
・
志
布
志
市
と
「
都
城
広

域
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
・
協
力
し
て
圏

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。本
年

度
か
ら
は
、
教
育
・
文
化
に
関
す
る
分
野
に

お
い
て
も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
住
み

よ
い
三
股
町
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
も
身
の
丈
に
合
っ
た
行

財
政
運
営
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
町
民

の
目
線
・
感
覚
で
、
ま
た
町
民
参
加
の
下
、

活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心
誠

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●平成25年度　会計別予算額
会計名 予算額 前年比（％）

一般会計 92億0,000万円 ⬆ 7.2％
特別会計 57億3,990万円 ⬆ 2.3％

国民健康保険事業 31億4,528万円 ⬆ 4.1％
後期高齢者医療保険事業 2億1,672万円 ⬇ △ 3.2％
梶山地区農業集落排水事業 4,290万円 ■ 0.0％
宮村南部地区農業集落排水事業 3,739万円 ⬆ 7.7％
公共下水道事業 3億1,158万円 ⬇ △18.1％
介護保険事業 19億7,362万円 ⬆ 4.2％
介護保険サービス事業 1,241万円 ⬆ 1.0％

企業会計（収益的収入） 3億8,626万円 ⬇ △ 2.4％
水道事業 3億8,626万円 ⬇ △ 2.4％

合　計 153億2,616万円 ⬆ 5.1％
※平成24年度総計…145億8,632万円

【用語説明】
　◦人件費…職員給与、議員・非常勤職員報酬など。
　◦扶助費…高齢者、児童、心身障害者などに対して行う支援のための経費。
　◦公債費…町の借金などを返還する経費。
　◦普通建設事業費…道路や公共施設などの建設・大規模修繕に必要な経費。
　◦災害復旧事業費…災害で被災した施設などを復旧するための経費。
　◦物件費…賃金、旅費、交際費、需用費など消費的性質を持つ経費。
　◦維持補修費…道路や公共施設などを管理するために必要な経費。
　◦補助費等…町からほかの団体などに対して支払う経費で、報償費（講師謝金など）、役務費（保険料など）、補助金などが該当。
　◦積立金…財政運営を計画的にするため、年度間の財源変動に備えて積み立てる経費。
　◦繰出金…一般会計、特別会計、基金の間で、相互に資金運用をするための経費。
　◦義務的経費…地方公共団体の歳出のうち、任意に節減できない硬直性の強い経費。
　◦経常的経費…毎年度持続して固定的に支出される経費。
　◦投資的経費…各種社会資本整備など支出の効果が長期にわたる経費。

３月に行われた町定例議会で、本年度１年間（平成25年４月〜同26年３月）のお金の使い方が決まりました。
町は昨年度に引き続き厳しい財政運営を迫られますが、本年度も継続して「自立と協働で創る元気なまち三股〜地域主権の到来を見据えた、

町民総参加のまちづくり〜」という目標に向け、町民の皆さんがより快適に生活できるための予算編成を行いました。
今号ではその予算の概要と主な事業を紹介します。

「自立と協働で創る、元気なまち三股」
の実現へ向けて

〜１年間のお金の使い方が決まりました〜

広報みまた 2013.43 2PublicRelations



町は、総合計画に掲げる五つの基本方針を基に、
全町民にとっての住みよいまちを目指し、
さまざまな取り組みを行います。
その中から、各世代ごとに取り組む主なものを
ピックアップして紹介します。

○や��

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
費

　
　
負
担
金
補
助
金　
︙
１
億
６
９
５
２
万
円

　

 

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
︑
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
︑
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
移
転

に
伴
う
負
担
金
補
助
金
を
交
付
し
︑
整
備

事
業
を
推
進
し
ま
す
︒

○や��

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
屋
根
防
水
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
︙
１
７
１
６
万
円

　

 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
防
水
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
︒

○豊��

防
災
無
線
事
業　

�

︙
２
億
６
２
１
５
万
円

　

 

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
と
も

に
︑
急
速
に
普
及
・
拡
大
す
る
情
報
通
信
手

段
に
対
し
て
も
災
害
・
行
政
情
報
を
配
信
・

収
集
で
き
る
よ
う
に
総
合
災
害
連
携
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
ま
す
︒

○豊��

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業�

︙
３
０
９
６
万
円

　

 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
の
消

費
電
力
節
減
の
た
め
︑
本
年
度
か
ら
２
カ

年
で
町
が
設
置
し
た
町
内
全
て
の
防
犯
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
︒

○歴��

文
化
会
館
自
主
文
化
事
業
…
１
３
０
０
万
円

　

 

優
れ
た
舞
台
芸
術
作
品
の
ほ
か
︑
鑑
賞
教

室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
︒﹁
思
い 

育

み 

知
の
創
造
﹂
の
下
︑
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
作
品
・
公
演
づ

く
り
を
行
い
ま
す
︒

○豊����

島
津
紅
茶
園
切
寄
線
道
路
改
良
事
業

︙
５
０
０
０
万
円

　

 

定
住
自
立
圏
事
業
の
一
つ
で
︑
結
び
付
き

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
目
的
に
︑
都

城
IC
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
︑
道
路

の
整
備
を
行
い
ま
す
︒

一
般
に
向
け
て

高
齢
者
世
代
に
向
け
て

○や��

養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
流
園
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
整
備
事
業　
︙
５
０
４
万
円

　

 

清
流
園
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
を

改
善
し
︑入
居
者
の
緊
急
事
態
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
︒

○や��

認
知
症
施
策
総
合
推
進
事
業　
︙
３
４
８
万
円

　

 

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
し
︑地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
人
を
支
援
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
︒

○や�

骨こ
つ

コ
ツ
貯ち

ょ
筋き

ん
教
室
、足
も
と
元
気
教
室
の
開
催　
︙
６
２
５
万
円

　

 

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
い
つ
ま
で
も
健
康
に
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
︑
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
︒

○や�

特
定
高
齢
者
住
宅
改
修
事
業　
︙
１
5
３
万
円

　

 

介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
ず
︑
生
活
機
能
低
下
が
心
配
と
な
る
人
が
︑
手
す
り

の
設
置
・
段
差
の
解
消
な
ど
の
住
宅
改
修
を
行
う
場
合
に
補
助
し
ま
す
︒

子
ど
も
世
代
に
向
け
て

○や��
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業　
︙
６
０
２
４
万
円

　

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
医
療
費
︵
保
険
診
療
分
︶
の
完
全
無
料
化
︒

○や��

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　
︙
３
９
２
０
万
円

　

 

就
労
な
ど
に
よ
り
十
分
な
見
守
り
の
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
を
児
童
館
な
ど
で
預

か
り
︑
子
育
て
を
支
援
す
る
事
業
︒本
年
度
か
ら
希
望
者
に
は
午
前
８
時
か
ら
の

受
け
入
れ
を
有
料
で
実
施
し
ま
す
︒

○や��

保
育
事
業　
︙
６
７
５
７
万
円

　

 

保
育
料
の
軽
減
を
図
る
た
め
︑
保
育
所
運
営
費
負
担
金
に
町
単
独
財
源
を
充
て

ま
す
︒

○や��

み
ど
り
保
育
園
舎
の
改
築　
︙
８
７
１
６
万
円

　

 

築
35
年
経
過
し
た
み
ど
り
保
育
園
の
改
築
を
保
育
園
施
設
整
備
事
業
補
助
金
に

よ
り
実
施
し
︑
安
全
で
効
率
的
な
保
育
事
業
が
行
え
る
よ
う
整
備
し
ま
す
︒

○や��

予
防
接
種
業
務　
︙
９
０
７
６
万
円

　

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
︑麻
し
ん･

風
し
ん︵
Ｍ
Ｒ
︶︑不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
︑
ヒ
ブ︵
Ｈ
ｉ
ｂ
︶

ワ
ク
チ
ン
︑子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
︒

○歴��

ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成
国
内
派
遣
事
業　
︙
１
３
３
万
円

　

 

小
学
６
年
生
を
沖
永
良
部
島
へ
派
遣
し
︑
広
い
視
野
を
持
つ
心
豊
か
な
人
材
を

育
成
し
ま
す
︒

○歴��

三
股
中
学
校
運
動
場
防
球
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事　
︙
８
４
０
万
円

　

 

三
股
中
学
校
運
動
場
東
側
の
フ
ェ
ン
ス
が
低
く
︑
球
技
活
動
中
︑
ボ
ー
ル
が
道

路
に
飛
び
出
し
︑
事
故
の
原
因
と
な
る
た
め
︑
防
球
フ
ェ
ン
ス
を
高
く
し
ま
す
︒

○歴��

三
股
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業　
︙
３
２
８
万
円

　

 

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
れ
替
え
の
た
め
︑
５
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
を
結
び
ま

す
︒

○豊����
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
整
備
工
事

　

�

…
２
億
９
３
８
万
円

　

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
︑幅
広
く
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
︒

○豊����

長
田
地
区
過
疎
対
策
事
業（
住
宅
建
設
工
事
）

…
１
８
５
６
万
円

　

 

長
田
地
区
の
過
疎
対
策
と
し
て
︑地
区
内
に

一
戸
建
て
の
住
宅
を
建
設
し
ま
す
︒

○豊����

循
環
型
社
会
形
成
推
進（
剪
定
く
ず
な
ど

　
　
の
堆
肥
化
）事
業��　
　
…
１
０
２
１
万
円

　

 

剪
定
く
ず
や
刈
り
草
を
堆
肥
に
し
て
再
資

源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
循
環
型
社
会
を

構
築
す
る
事
業
で
す
︒

○活��

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
負
担
金（
宮
ノ
原
第

　
　
２
地
区
、高
才
第
２
地
区
）…
１
２
８
１
万
円

　

 

畑
作
経
営
の
多
様
性
・
生
産
合
理
化
に
必

要
な
生
産
基
盤
整
備
を
行
う
と
と
も
に
︑

経
営
安
定
の
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
を
一

体
的
に
行
い
ま
す
︒

○活��

青
年
就
農
給
付
金
事
業（
経
営
開
始
型
）

…
１
２
０
０
万
円

　

 ﹁
三
股
町
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
基
づ
き
︑
自

立・独
立
す
る
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
︒

○活��

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
事
業
補
助
金

…
４
０
０
万
円

　

 

県
内
外
︵
町
内
を
含
む
︶
か
ら
集
ま
る
陶

芸
︑
木
工
な
ど
工
芸
全
般
の
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
︒

○活��

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

…
８
０
０
万
円

　

 

生
活
環
境
の
向
上
と
町
内
産
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
︑
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

︵
20
万
円
以
上
︶
の
15
％
以
下
で
か
つ
10
万

円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
︒

各
世
代
に
向
け
、
主
に
取
り
組
む
も
の

大
人
世
代
に
向
け
て

○や�������

が
ん
検
診
事
業　
︙
２
３
０
２
万
円

　

各
種
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
と
個
別
検
診
︵
指
定
医
療
機
関
受
診
︶
で
実
施
し
ま
す
︒

○や�

人
間
ド
ッ
ク
事
業　
︙
３
０
０
万
円

　

 

30
～
70
歳
ま
で
５
歳
ご
と
の
節
目
年
齢
の
人
を
対
象
に
︑
指
定
医
療
機
関
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
２
万
円
を
助
成
し
ま
す
︒

五つの
 基 本

方　針

豊○豊かな自然と調和し、
快適に暮らせる
定住のまちづくり

歴○歴史と伝統を尊び、
豊かな人間性を育む
文教のまちづくり

や○やさしさと
ぬくもりにあふれる
健康・福祉の
まちづくり

活○活力ある未来を拓く
たくましい産業の
まちづくり

人○人々の英知で支える
自主自立の
まちづくり

平成25年度当初予算

広報みまた 2013.45 4PublicRelations



●�

町
税・普
通
交
付
税
な
ど
の
状
況

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
は
、
町
の
大
切
な
収
入

源
で
、
本
年
度
の
総
収
入
の
20
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

普
通
交
付
税
は
、
町
の
収
入
の
中
で
一
番
大

き
い
財
源
で
、
29
・
８
％
。普
通
交
付
税
と
は
、

国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
そ
の
原
資
は
所
得
税
、
酒
税
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
も
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
・
交
付
金
も
、
町
の
収
入
の
中
心
に

な
る
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、
減
少
す
る
と
町

の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◎
町
の
お
金
の
出
入
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
!?

町
税
・
普
通
交
付
税
の
状
況

※�

本
町
の
根
幹
的
収
入
で
あ
る
町
税
・
普
通
交
付
税
が
減

少
し
予
算
の
編
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

30億円

0

10億円

5億円

15億円

20億円

25億円

6億2,977万円

8億7,420万円

12億7,103万円 12億9,422万円

11億2,518万円

28億4,634万円

21億9,781万円

25億5,736万円

27億6,719万円

25億3,641万円

5億4,581万円
7億1,277万円 7億5,581万円

6億7,490万円

8億4,914万円

財
政
調
整
基
金
： 

災
害
復
旧
そ
の
他
財
源
の
不
足
を
生
じ
た
と
き
に
使
わ

れ
る
財
源

公
共
施
設
整
備
基
金
：
公
共
施
設
の
整
備
お
よ
び
充
実
に
使
わ
れ
る
財
源

※�

基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
本
年
度
の
基
金
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
各
基
金
の
状
況

町
で
は
、「
施
設
の
改
修
の
た
め
」
と
い
っ
た

具
合
に
、
あ
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の
お
金
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。そ
れ
が
基
金
（
＝
貯
金
）

で
す
。町
の
一
般
会
計
が
現
在
持
っ
て
い
る
基

金
は
12
種
類
あ
り
、
ど
れ
も
目
的
達
成
の
た
め

の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

こ
の
基
金
か
ら
合
計
で
２
億
７
７
３
５
万
円
を

取
り
崩
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
主
な
も
の
と

し
て
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を
行
う
た

め
の
資
金
と
し
て
、
４
０
０
０
万
円
を
取
り
崩

し
、
財
源
と
し
ま
し
た
。今
後
も
、
基
金
を
計
画

的
に
運
用
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
町
債・公
債
費
の
状
況

町
債
（
借
入
金
）
は
、
施
設
の
増
改
築
な
ど

と
い
っ
た
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場
合
な

ど
に
増
え
る
も
の
で
す
。
本
年
度
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
都
城
地
域
健
康
医

療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
な
ど
の
大
き
な
事
業
が

あ
る
た
め
、
前
年
度
比
で
約
60
・
７
％
増
の

13
億
１
２
２
７
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。公

債
費
（
借
金
返
済
額
）
は
、
町
の
借
金
や
利
子

な
ど
の
返
済
に
充
て
る
費
用
で
す
。長
期
的
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
計
画
的
な
事
業
運

営
や
借
り
入
れ
・
返
済
な
ど
に
基
づ
き
、
将
来

に
負
担
を
掛
け
な
い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

基
金
の
状
況

公
債
費
の
状
況

◎
平
成
24
年
度
の
主
要
事
業

（
金
額
は
実
績
見
込
み
で
す
）

崩壊した勝岡城本丸跡西側斜面の補強工事を実施。斜面部分に「連続繊
維補強吹き付け」「種子吹き付け」、雨水対策として「排水」工事も行い
ました。今後、斜面の緑化が徐々に進行する予定です。

勝岡城跡西側斜面崩壊部補強工事
1,598万円

剪定くずと刈り草の堆肥化を行い、ごみの減量化を図りました。今後
は堆肥モニターを募集し、生成した堆肥をさまざまな作物に使用。結
果を調査の上、効果を検証します。

循環型社会形成推進（剪定くずなどの堆肥化）事業
1,462万円

町地場農畜産物利用地域活性化
推進協議会と㈱中村食肉が共同
開発した学校給食食材「みまた
んメンチカツ」約３万食を本町
から宮城県５市町の小中学校な
どに贈呈しました。

みやざき感謝
プロジェクト
震災支援事業
278万円

「快適に暮らせる定住のまちづくり」の一貫として、昨年のA棟に続い
て、鉄筋コンクリート造３階建て（B棟）41戸分の建設を行いました。
高齢者などに配慮した造りとなっています。

三股町営住宅 塚原第２団地建替事業
５億4,711万円

過疎地域（梶山小、長田小、宮村小校区）以外の地域（町外を含む）から、
過疎地域へ移住した人に対し、交付。過疎地域にある小学校の複式学
級の解消、域内人口の増加を目指します。

三股町過疎地域定住促進奨励金
1,141万円

前回、研磨塗装を行って以来11年を経過し劣化が進んでいた勝岡小
学校北校舎の教室・廊下に再度研磨塗装を行いました。また、児童用ト
イレ１基を洋式に改修しました。

勝岡小学校北校舎教室及び廊下研磨塗
装ほか 516万円

25年度21年度 22年度 23年度 24年度

町　税

15億円

24億円

25億円

23億円

26億円

27億円

29億円

28億円

16億円

17億円

18億円

19億円
普通交付税

26億9,099万円

24億9,741万円

27億2,095万円

28億4,513万円

27億2,993万円

18億2,874万円18億1,908万円
18億1,349万円

18億6,248万円

18億6,178万円

25年度21年度 22年度 23年度 24年度

10億円

11億円

12億円

13億円

14億円

6億円

7億円

4億円

5億円

8億円

9億円
8億1,655万円

6億3,348万円

公　債　費
町債発行額

7億8,181万円

5億7,322万円

13億1,227万円

8億8,846万円
8億3,997万円

8億5,778万円

6億4,935万円

7億4,432万円

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

現
状
の
課
題
や
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
柔

軟
に
対
応
し
て
︑
今
後
さ
ら
に
ま
ち
が
発
展
す
る

た
め
に
︑
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出

す
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

町
政
は
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
︑
こ
の
ま
ち

で
暮
ら
す
一
人
一
人
に
関
わ
る
も
の
ば
か
り
︒
こ

の
ま
ち
の
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
︑何
を
削
り
︑何

を
残
し
︑何
を
創
る
の
か
︱
︒真
に
町
民
が
満
足
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
︑
町
は
こ

れ
か
ら
も
収
入
の
確
保
︑
財
源
の
有
効
活
用
や
節

約
な
ど
最
大
限
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
︒

皆
で
一
丸
と
な
っ
て
︑将
来
に
わ
た
り
︑こ
の
ま

ち
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
笑
顏
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
財
政
課　
財
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
１（
内
線
１
３
１・１
３
２
）

定住自立圏事業の一環として道路の整備を実施。平成24年度は測量
設計や買収済み用地の一部（延長139㍍の区間）において、全幅員
9.75㍍（歩道2.5㍍含む）の拡幅工事が終わりました。

島津紅茶園切寄線道路改良事業
2,320万円

平成25年度当初予算

771万円
同報系防災行政無線のデジタル化・更新に合わせ、情報伝達手段の拡
張整備を行うため、平成25年度からの事業実施に必要な調査を行い、
基本計画の策定・事業実施に向けた実施設計を行いました。

三股町同報系防災行政無線整備事業調
査・実施設計業務委託

調査の様子

１月、県市町村対抗駅伝で3連覇を達成した
「本町チーム」選手・スタッフの皆さん １月８日、「みまたんメンチカツ」発送式の様子

総基金残高

公共施設基金
財政調整基金

広報みまた 2013.47 6PublicRelations



平成24年度 教育研究論文 最優秀賞
竹森 文洋 教諭（長田小）

教
職
員
は
︑
日
ご
ろ
の
授
業
の
ほ

か
に
も
︑
子
ど
も
た
ち
の﹁
学
力
の
向

上
﹂
や﹁
心
身
の
健
や
か
な
育
成
﹂
の

た
め
に
︑
ど
の
よ
う
な
教
育
方
法
が

い
い
の
か
な
ど
を
研
究
し
︑
そ
の
達

成
の
た
め
に
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
︒

町
教
育
委
員
会
は
︑
そ
う
い
っ
た

町
内
小
・
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象

に
︑﹁
教
育
研
究
論
文
﹂を
募
集
し
ま

し
た
︒
こ
れ
は
︑
本
町
の
教
育
方
針

や
学
校
教
育
課
題
を
踏
ま
え
︑
教
育

指
導
上
の
諸
問
題
の
探
究
・
解
明
と

教
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
︑

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

平
成
24
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
究
論
文
22
点
が
応
募
さ
れ
ま
し

た
︒
今
回
は
︑
最

優
秀
賞
を
受
賞
し

た
長
田
小
学
校
の

竹
森
文
洋
教
諭
の

研
究
論
文
を
紹
介

し
ま
す
︒

な
お
︑
受
賞
者

は
次
の
通
り
で
す

︵
敬
称
略
︶︒

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ
教
職
員

最
優
秀
賞

長
田
小
学
校
教
諭　
　
　
　

竹
森　

文
洋

優
秀
賞

梶
山
小
学
校
教
諭　
　
　
　

角
皆　

豊

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　

平
田　

智
希

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　

野
邊
紘
一
郎

優
良
賞

勝
岡
小
学
校
講
師　
　
　
　

瀬
尾　

宏
美

宮
村
小
学
校
教
諭　
　
　
　

坂
元
恵
美
子

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　

大
﨑　

美
穂

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　

春
田　

和
美

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　

日
髙　

貴
善

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　

田
口　

道
士

三
股
中
学
校
養
護
助
教
諭　

原
田　

美
香

特
別
賞

長
田
小
学
校
教
頭　
　
　
　

山
代　

透

入
　
選

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　
　

児
玉　

宏
子

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　
　

黒
木　

賢
一

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　
　

南
谷　

智
昭

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　
　

耒
住　

政
志

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　
　

大
久
保
規
子

長
田
小
学
校
講
師　
　
　
　

東
村　

梓

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　

中
世　

宏
樹

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　

濱
元　

盛
佑

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　

山
下　

桂
代

三
股
中
学
校
講
師　
　
　
　

上
原　

佑
介

２月26日に行われた研究論文表彰式（左）と竹森教諭の研究論文発表（右）

教職員で構成される町教育研究所の成果発表

町教育研究所員の皆さん

【新規採用】１人
▽都市整備課建築係（新）杉本康一

【課長級】４人
▽税務財政課長（町民保健課長）山元宏
一▽町民保健課長（議会事務局長）上村
陽一▽議会事務局長（教育委員会教育課
長）重信和人▽教育委員会教育課長（税
務財政課長補佐）山元道弥

【課長補佐級】18人
▽総務課長補佐兼危機管理係長（総務課
長補佐）黒木孝幸▽総務課長補佐（総務課
職員係長）牧原秀夫▽会計課長補佐兼会
計係長（税務財政課長補佐）綿屋良明▽税
務財政課長補佐（産業振興課長補佐）森正
一▽税務財政課長補佐（福祉課長補佐）東
光吉▽町民保健課長補佐（教育委員会教
育課長補佐）新地浩▽福祉課長補佐（産業
振興課畜産振興係長）有川順一▽福祉課
長補佐（福祉課介護高齢者係長）松野良保
▽産業振興課長補佐（産業振興課農業振
興係長）白尾知之▽産業振興課長補佐（町
民保健課長補佐）横田耕二▽教育委員会
教育課長補佐兼図書館係長（教育委員会
教育課図書館係主幹兼係長）井上千里▽
教育委員会教育課長補佐（総務課長補佐）
出水健一▽地域政策室長補佐（県環境森
林部循環社会推進課副主幹）井上裕二▽
教育委員会教育課学校教育係主幹（県教
育委員会中部教育事務所指導主事）福永
弘幸▽町民保健課国保年金係主幹兼係長

（町民保健課国保年金係長）上村とも子▽
福祉課介護高齢者係主幹（福祉課長補佐）
宮之原泰子▽環境水道課環境保全係主幹

（教育委員会教育課長補佐）中原信昭▽教
育委員会教育課学校教育係主幹兼係長（教

育委員会教育課学校教育係長）米村明彦

【係長級】26人
▽総務課行政係長（地域政策室地域政策
係長）隈元祥▽総務課情報システム係長

（農業委員会事務局農政係長）細田高広▽
総務課職員係長（総務課職員係副主幹）児
玉敏子▽地域政策室地域政策係長（地域
政策室地域政策係副主幹）瀨尾真紀▽税
務財政課住民税係長（総務課行政係長）山
元博▽税務財政課納税管理係長（議会事
務局係長）谷口光▽福祉課介護高齢者係
長（環境水道課上水道係長）永山誠▽産業
振興課畜産振興係長（教育委員会教育課
生涯学習係長）津曲浩二▽産業振興課農
業振興係長（総務課危機管理係長）木下勝
広▽環境水道課下水道係長（環境水道課
上水道係）永吉由貴夫▽環境水道課上水
道係長（総務課情報システム係長）下西志
浩▽環境水道課環境保全係長（税務財政
課住民税係長）山之内祐二▽議会事務局
係長（会計課会計係長）山田直美▽教育委
員会教育課生涯学習係長（環境水道課環
境保全係長）西山雄治▽農業委員会事務
局農政係長（税務財政課納税管理係長）下
沖祐二▽総務課行政係副主幹（総務課行
政係）矢部明美▽環境水道課衛生センター
係副主幹（環境水道課衛生センター係）柚
木﨑竜雄▽環境水道課衛生センター係副
主幹（環境水道課衛生センター係）浜田浩
一▽税務財政課納税管理係副主幹（教育
委員会教育課学校教育係副主幹）出水真
弓▽町民保健課国保年金係副主幹（町民保
健課健康推進係副主幹）坂元のり子▽町民
保健課国保年金係副主幹（福祉課介護高
齢者係副主幹）竹村恵美▽町民保健課戸
籍住民係副主幹（産業振興課農林整備係
副主幹）福田三男▽町民保健課健康推進
係副主幹（教育委員会教育課生涯学習係
副主幹）楠見千穂子▽産業振興課農林整
備係副主幹（産業振興課農業振興係副主
幹）上水幸一郎▽環境水道課下水道係副
主幹（都市整備課都市整備係副主幹）今村
剛▽教育委員会教育課生涯学習係副主幹

（町民保健課国保年金係副主幹）出水君代

【一般職】25人
▽総務課職員係（町民保健課戸籍住民係）
王原由紀子▽総務課付（総務課職員係）
新原幸子▽総務課付（議会事務局）山内
まどか▽総務課付（福祉課社会福祉係）
都丸春佳▽総務課付・宮城県本吉郡南三
陸町派遣（税務財政課資産税係）金丸浩
介▽総務課付・県派遣（税務財政課財政
係）下石裕子▽地域政策室地域政策係（福
祉課介護高齢者係）川越芳枝▽地域政策
室地域政策係（総務課付・県派遣）高山秀
栄▽税務財政課特別収納対策係（税務財
政課納税管理係）小田祐造▽税務財政課
特別収納対策係（税務財政課納税管理係）
田原智幸▽税務財政課特別収納対策係

（税務財政課納税管理係）和田裕之▽税
務財政課財政係（税務財政課住民税係）
酒井智美▽税務財政課住民税係（町民保
健課国保年金係）長友美樹▽税務財政課
資産税係（総務課付・県派遣）川崎極▽町
民保健課戸籍住民係（税務財政課納税管
理係）小谷愛子▽町民保健課健康推進係

（福祉課児童福祉係）谷口さとみ▽福祉
課社会福祉係（教育委員会教育課学校教
育係）堀之内環▽福祉課児童福祉係（町
民保健課健康推進係）春山敦子▽福祉課
児童福祉係（産業振興課農業振興係）福
田和紀▽産業振興課農業振興係（教育委
員会教育課文化係）小谷賢治▽都市整備
課都市整備係（環境水道課下水道係）朝
倉祐▽環境水道課上水道係（都市整備課
都市整備係）別府大輔▽教育委員会教育
課学校教育係・福祉課児童福祉係併任（福
祉課児童福祉係） 戸髙志織▽教育委員会
教育課学校教育係（地域政策室地域政策
係）湯浅かおり▽教育委員会教育課文化
係（町民保健課戸籍住民係）益留美樹

【退職者】１人
▽渡邊知昌（税務財政課）

【派遣期間満了】２年間
▽県農政水産部水産政策課主幹（地域政
策室長補佐）髙岡克好

異動総数73人三股町人事異動
★新規採用１人

町は4月1日、課長級４人、課長補佐級18人、係長級26人、一般職25人、計73人の人事異動を発
令しました。詳細は次の通りです。※現職（前職）氏名の順、退職者は最終課

新
規
採
用
の
杉
本
康
一
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
だ
か
ら
で
き
る
　
心
の
教
育
の
実
践

〜
東
日
本
大
震
災
の
教
材
化
を
通
し
て
〜

【
一
部
抜
粋
・
要
約
】

長
田
小
学
校
　
　
教
諭
　
竹
森
　
文
洋

教 育 研 究 論 文
▼
� A

RT
IC

LE
 A

N
N

O
U

N
C

EM
EN

T 
▼

Ⅰ　

は
じ
め
に

襲
い
来
る
津
波
、
け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
、

逃
げ
惑
う
人
々
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
砕
け
散
り

押
し
流
さ
れ
る
家
々
。
あ
た
か
も
映
画
を
見
て
い
る
か
の

よ
う
な
、現
実
離
れ
し
た
恐
ろ
し
く
も
悲
し
い
映
像
に
、恐

怖
と
底
知
れ
ぬ
悲
し
み
を
感
じ
た
平
成
23
年
３
月
11
日
。

日
本
中
が
涙
し
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
日

で
あ
っ
た
。し
か
し
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
こ
の
大
震
災
の

恐
怖
と
悲
し
み
が
い
つ
の
間
に
か
人
々
の
心
か
ら
薄
れ
て

い
き
つ
つ
あ
る
。子
ど
も
た
ち
は
と
い
う
と
、な
お
さ
ら
他

人
事
で
、
共
感
し
た
り
同
情
し
た
り
し
て
思
い
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
危
機
意
識

や
切
実
感
は
な
く
、
い
つ
も
傍
観
者
的
な
立
場
を
取
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。「
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
」。そ
ん
な
思
い
が
強
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
児
童
に
、東
日
本
大
震
災
を
教
材
化
し
、震

災
の
全
貌
を
捉
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
あ
る
日
本

人
の
気
高
さ
や
「
生
命
尊
重
」「
家
族
愛
」「
責
任
感
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
精
神
」「
協
力
」「
助
け
合
い
」「
礼
儀
」
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
価
値
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

児
童
の
価
値
観
を
深
め
、人
の
痛
み
を
感
じ
、行
動
す
る
こ

と
の
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
考
え
、
本
主
題
を
設

定
し
、
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

Ⅱ　

研
究
の
実
際

１　
研
究
の
基
本
的
な
考
え
方

⑴　

研
究
に
対
す
る
姿
勢

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
べ
る
価
値
や
人
と
し
て
の
生

き
方
、行
動
力
は
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。同
じ
写

真
、映
像
や
文
章
を
読
ん
で
も
、人
に
よ
っ
て
感
じ
方
も

違
え
ば
捉
え
方
も
違
う
の
で
、
そ
こ
か
ら
学
べ
る
も
の

は
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
た
く
さ
ん
の
教
育
的
価

◦�

大
震
災
の
ビ
デ
オ
、
写
真
（
津
波
）

◦�

子
ど
も
を
亡
く
し
た
父
親
の
手
記

◦�

外
国
の
災
害
時
の
写
真(

暴
動)

、
整
然
と
並
ぶ
被
災

地
の
人
々
の
写
真

◦�

責
任
を
全
う
し
た
役
場
職
員
の
話

◦�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
作
成
の
番
組
「
巨
大
津
波
」　
「
21
人
の
輪
」

②
地
域
人
材
の
活
用

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
保
護
者
の
話

⑶　

教
材
作
成
の
実
際

Ⅲ　

検
証
に
よ
る
成
果
と
課
題

１
年
間
の
研
究
で
児
童
の
道
徳
的
な
数
値
の
変
容
を
期

待
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
、本
研
究
で
は
、子
ど
も
の
授

業
後
の
感
想
と
そ
の
後
の
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
研

究
成
果
を
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
児
童
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、一
連
の
授
業
を
実
施
し
た
半
年
後（
中
学

校
進
学
後
）に
追
跡
調
査
を
行
い
、本
校
以
外
の
小
学
校
出

身
者
と
の
比
較
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
質
問
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１　
研
究
の
成
果

◦�

児
童
の
感
想
は
、
ど
の
感
想
を
見
て
も
ほ
と
ん
ど
全
て

の
子
が
狙
い
と
す
る
価
値
に
近
づ
く
感
想
を
持
っ
て
お

り
、
授
業
自
体
の
狙
い
は
達
成
で
き
た
と
い
え
る
。

◦�

授
業
直
後
で
あ
れ
ば
、
児
童
の
意
識
に
差
が
見
ら
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
半
年
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
も
本
校
出
身
者
と
他
校
出
身
者
の
間
に
か
す
か
な
意

識
の
違
い
が
見
ら
れ
た
（
本
校
出
身
者
の
方
が
意
識
が

高
か
っ
た
）。こ
れ
は
、
本
研
究
が
児
童
の
価
値
観
や
行

動
力
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。

◦�

今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
、
自
作
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
材
を

開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
と
も
に
、
教
材
開
発
を
し

な
が
ら
、
自
分
自
身
が
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

２　
今
後
の
課
題

◦�

本
学
級
の
児
童
全
員
が
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
と
し
て

実
際
に
何
か
行
動
を
起
こ
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
あ
ま

り
広
が
り
が
見
ら
れ
ず
、
も
っ
と
多
様
な
活
動
を
紹
介

し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。

Ⅳ　

お
わ
り
に

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぎ
、
児
童
の
価
値
観
や
実
践

力
を
高
め
る
た
め
に
教
材
を
開
発
し
た
。
今
回
、
教
材
化

し
た
授
業
、
ま
た
は
授
業
で
使
っ
た
資
料
は
、
他
の
先
生

方
に
も
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

従
っ
て
、希
望
さ
れ
る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、指
導
案

や
手
記
の
全
文
、使
っ
た
話
の
全
文
、写
真
な
ど
を
今
後
広

く
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、東
北
地
方
で
は
、い
ま
だ
数
万
人
の
方
が
仮
設
住

宅
に
住
ん
で
い
る
。
復
興
計
画
も
な
か
な
か
進
ん
で
い
な

い
。つ
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
は
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
東
日
本
大
震
災
の
現
状
と
教
訓
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
た
い
と
思
う
。

最
後
に
、研
究
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
講
師
の
方
、ア

ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
股
中
学
校
の
先
生

方
と
生
徒
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

値
の
あ
る
も
の
の
中
か
ら
、
あ
え
て
本
学
級
の
子
ど
も

た
ち
に
実
感
さ
せ
た
い
こ
と
を
、
教
師
が
資
料
と
し
て

選
び
、
教
材
化
し
た
。そ
の
際
、
道
徳
の
授
業
と
し
て
価

値
観
を
高
め
て
い
く
も
の
と
学
級
活
動
と
し
て
実
践
力

を
高
め
て
い
く
も
の
、
時
に
は
ど
ち
ら
の
要
素
も
含
ん

だ
も
の
と
し
て
教
科･

領
域
の
垣
根
を
越
え
て
、融
合
さ

せ
な
が
ら
教
材
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑵　

研
究
期
間

本
研
究
は
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
の
実
践
で
あ
り
、
そ
の
半
年
後(

中
学
１
年

生
に
進
ん
で
か
ら)

に
研
究
成
果
を
検
証
す
る
と
い
う
、

足
か
け
１
年
６
カ
月
に
わ
た
る
研
究
で
あ
る
。

⑶　

研
究
で
目
指
す
児
童
像

◦
自
他
の
生
命
を
大
切
に
し
、
力
強
く
生
き
る
児
童

◦
人
の
痛
み
が
わ
か
り
、
優
し
く
親
切
に
で
き
る
児
童

◦�

集
団
や
社
会
の
中
で
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

正
し
く
生
き
る
児
童

２　
東
日
本
大
震
災
の
教
材
化

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
べ
る
教
育
的
価
値
の
あ
る
も
の

は
数
多
く
あ
る
。し
か
し
、
そ
れ
ら
を
教
材
化
し
、
授
業
に

し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
何
も
伝
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。そ
こ
で
、
教
材
化
の
視
点
と
工
夫
を
考
え
、
授
業
を

構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

⑴　

教
材
選
定
の
視
点

①�

人
と
し
て
の
生
き
方
に
共
感
で
き
る
教
材
（
家
族
の

た
め
に
、
誰
か
の
た
め
に
、
困
難
の
中
に
あ
っ
て
も
）

②�

児
童
の
感
性
に
訴
え
る
教
材
（
恐
怖
、
驚
き
、
喜
び
、

感
動
）

③�

多
様
な
価
値
観
が
引
き
出
せ
る
教
材（
生
命
尊
重
、家

族
愛
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
責
任
感
、
友
情
）

⑵　

教
材
化
の
工
夫

①�

リ
ア
ル
で
児
童
の
興
味･

関
心
を
引
き
出
す
視
聴
覚

資
料

【参考文献・参考報道】
◦小学校学習指導要領
　（平成20年８月）文部科学省

◦ＮＨＫスペシャル
　「巨大津波」「21人の輪」

◦埼玉県教育委員会�副読本資料
　「天使の声」

◦河北新報
　（平成23年４月12日、５月２日、６月10日）

◦産経新聞（平成23年５月16日）
　「お父さんの執念」

主題名・題材名 中心となる
価値・実践事項 資料・準備物 領　域

１ 東日本大震災から
学ぶ

災害から身を守る、
家族愛、生命尊重

津波の映像、津波の写真、
子どもを亡くした父の手記 学級活動

２ ボランティアの心 奉仕の心 マザーテレサの話 道　　徳

３ ボランティアの心 共助の精神 保護者の話 学級活動

４ 21人の輪 友情・思いやり ＮＨＫの番組ビデオ 道　　徳

５ 天使の声 責任感 放送を続けた役場職員の話 道　　徳

６ 正しい態度 ルールを守る、
愛国心、節度・節制

外国での災害後の様子、
東北での災害後の様子 学級活動

⑴　３月11日が何の日か知っているか。

⑵　東日本大震災の場所が分かるか。

⑶　 クラスの係や当番などの仕事に責任を持っ
て取り組んでいるか。

⑷　普段から、家族を大切に思っているか。

⑸　 東日本大震災の支援のために何かやったこ
とはあるか。

⑹　 東日本大震災に関係のあるニュースがある
と気になるか。

⑺　 今後、日本国内や世界で大きな災害があっ
たとき、何か力になりたいと思うか。

迫り来る津波の脅威（東日本大震災）

東日本大震災後、「炊き出し」などに整然と並ぶ人たち
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「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
作
品
を
同
時
に
展
示
す
る
こ
と

で
、
各
会
員
の
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
ひ
い
て
は
町
内

全
域
の
文
化
芸
術
意
識
向

上
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待

し
ま
す
」

「
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
講
師
の
深
川
真
里
さ
ん
に
握
手
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
よ
」

「
ア
ジ
ャ
タ
を
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
み
ん

な
の
力
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
」

「
１
月
に
開
催
さ
れ
た
還
暦
同
窓
会
で
、
出
席
者
の

総
意
に
よ
り
、
今
回
の
寄
贈
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。教
育
に
役
立
て

て
も
ら
え
ば
幸
い
で
す
」

「
雛
山
の
奥
行
き
を
表
現
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で

す
。苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
力
で
完
成
に
こ

ぎ
着
け
ま
し
た
。出
来
栄

え
に
満
足
し
て
い
ま
す
」

「
本
支
部
は
、
現
在
、
４
戸
の
農
家
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。今
後
は
生
産
農
家
数
を
増
や
し
、
イ
チ

ゴ
を
町
の
特
産
物
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

２
月
24
日
︑
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団︵
蓬
原
正
三
本
部
長
︶
は
︑勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で﹁
三
股
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒
11

単
位
団
か
ら
団
員
・
保
護
者
な
ど

約
２
０
０
人
が
参
加
し
︑﹁
ア
ジ
ャ

タ︵
競
技
玉
入
れ
︶﹂
に
挑
戦
︒﹁
小

学
３
年
生
以
下
﹂﹁
小
学
４
年
生
以

上
﹂﹁
母
集
団
﹂
の
三
つ
の
部
に
分

か
れ
︑
チ
ー
ム
戦
で
上
位
を
競
い

ま
し
た
︒

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
︑
た
く
さ

ん
の
応
援
を
背
に
︑
競
技
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
︒

三
股
中
学
校
は
︑２
月
14
日
︑町

立
文
化
会
館
で
平
成
24
年
度
立
志

式
を
行
い
ま
し
た
︒
こ
の
行
事
は
︑

２
年
生
を
対
象
に
︑
将
来
へ
の
決

意
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
︑
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
︒式
は
２
部
構
成
︒第
１
部
で

﹁
決
意
文
﹂
発
表
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
︒保
護
者
や
同
級
生
を
前
に

堂
々
と
決
意
を
表
明
し
た
代
表
７

人
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
︒続
い
て
第
２
部
で
は
︑書

道
家
の
大
石
三
世
子
氏︵
同
校
出

身
︶
を
講
師
に
招
き
︑﹁
未
来
に
向

か
っ
て
﹂
と
題
し
て
記
念
講
演
を

実
施
︒自
身
の
体
験
談
を
交
え
な

が
ら
︑﹁
努
力
は
絶
対
に
裏
切
ら
な

い
﹂
と
語
る
同
氏
の
言
葉
に
生
徒

た
ち
は
熱

心
に
耳
を

傾
け
て
い

ま
し
た
︒

２
月
18
日
︑
昭
和
42
年
度
三
股

中
学
校
卒
業
生
還
暦
同
窓
会︵
大

重
順
一
会
長
・
約
１
０
０
人
︶
は
︑

母
校
で
あ
る
三
股
中
学
校
に
視
聴

覚
教
育
機
器
の
寄
贈
を
行
い
ま
し

た
︒寄

贈
物
の
内
訳
は
︑
ブ
ル
ー
レ

イ
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
３
台
︑

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー

ダ
ー
２
台
で
す
︒

目
録
を
受
け
取
っ
た
宮
内
浩
二

郎
校
長︵
当
時
︶
は
︑﹁
い
た
だ
い

た
機
器
を
視
聴
覚
教
育
な
ど
で
有

効
に
活
用
し
︑
生
徒
の
さ
ら
な
る

学
力
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
﹂
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒

２
月
22
日
～
３
月
13
日
︑
南
九

州
大
学
環
境
園
芸
学
部
の
学
生
７

人
が
︑
コ
ケ
や
古
木
を
用
い
︑
約

２
週
間
か
け
て
制
作
し
た﹁
雛
山
﹂

を
町
役
場
に
展
示
し
ま
し
た
︒﹁
地

域
の
女
児
が
健
や
か
に
成
長
し
て

ほ
し
い
﹂
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
同
作
品
︒急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
岩
場
を

流
れ
落
ち
る
滝
の
様
子
が
確
認
で

き
る
ほ
か
︑
内
裏
び
な
や
狩
り
を

し
て
い
る
貴
族
な
ど
が
手
作
り
の

人
形
で
細
部
ま
で
丁
寧
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
︒

趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
に
︑
多

く
の
人
が
足
を
止
め
て
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
︒

２
月
13
日
︑Ｊ
Ａ
都
城
い
ち
ご

専
門
部
会
三
股
支
部︵
中
内
春
雄

支
部
長
︶
の
支
部
員
７
人
が
︑
町

役
場
を
訪
れ
︑
最
盛
期
を
迎
え
た

イ
チ
ゴ
を
町
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
︒

町
内
農
家
４
戸
で
構
成
さ
れ
る
同

支
部
︒安
心・安
全
で
お
い
し
い
イ

チ
ゴ
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
提
供

し
よ
う
と
︑日
々
︑神
経
を
使
い
な

が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
︒

今
期
の
イ
チ
ゴ
は
豊
作
で
品
質

も
良
好
で
す
︒

試
食
し
た
町
長
は
︑﹁
粒
が
大
き

く
︑と
て
も
甘
い
︒大
変
お
い
し
い

イ
チ
ゴ
で
す
ね
﹂
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
︒

２
月
23
日
︑
町
農
畜
産
物
利
用

地
域
活
性
化
推
進
協
議
会︵
丸
山

浩
一
郎
会
長
︑
20
人
︶
は
︑
都
城

東
高
等
学
校
調
理
実
習
室
で﹁
第

１
回
三
股
町
地
産
地
消
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
を
行
い
ま
し
た
︒
こ
れ

は
︑
地
産
地
消
活
動
の
推
進
を
目

的
と
し
︑こ
と
し
か
ら
年
１
回
︑実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
︒

コ
ン
ク
ー
ル
は﹁
料
理
﹂﹁
デ

ザ
ー
ト
﹂﹁
食
品
加
工
﹂
の
３
部
門

に
分
か
れ
︑
各
部
門
に
都
城
東
高

２
月
26
日
～
３
月
３
日
︑
町
立

文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル・
ホ
ワ
イ
エ
で﹁
第
26
回
三
股
町

文
化
合
同
展
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

町
文
化
協
会︵
田
中
正
吉
会
長
︶主

催
︒絵
画
︑書
や
写
真
な
ど
12
分
野

で
１
１
２
人
が
計
１
６
４
点
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑期
間
中
︑お
茶
の
振
る
舞

い
が
行
わ
れ
た
ほ
か
︑﹁
料
理︵
漬

物
︶﹂﹁
木
目
込
み
人
形
﹂﹁
陶
芸
﹂

﹁
押
し
花
﹂の
体
験
教
室
も
あ
り
ま

し
た
︒

力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
群
に
︑
来

場
者
は
感
心
し
き
り
の
様
子
で
し

た
︒

３
月
９
日
︑
町
立
文
化
会
館
で

﹁
平
成
24
年
度
合
同
研
修
講
演
会
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒町
壮
年
連
絡

協
議
会︵
池
之
上
耕
一
会
長
︶・町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会︵
森
秋
生

会
長
︶主
催
︒両
協
議
会
員
・
一
般

か
ら
約
２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
︒新

舞
踊﹁
彩あ

や

峰み
ね

流
﹂
家
元
の
深

川
真
里
氏
が
本
年
度
の
講
師
と
な

り
︑﹁
人
生
は
笑
っ
て
バ
ラ
色
﹂
と

題
し
て
講
演
︒歌
や
踊
り
を
交
え

な
が
ら
︑
鹿
児
島
弁
を
駆
使
し
て

軽
快
に
語
る
同
氏
の
一
言
一
句
に
︑

会
場
は
終
始
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
︒

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流

未
来
へ
の
決
意
新
た
に

三
股
中
立
志
式

昭
和
42
年
度
三
股
中
卒
業
生

母
校
に
寄
贈
を
実
施

南
九
州
大
生
が
制
作

「
雛ひな
山やま
」展
示

ＪＡ
都
城
い
ち
ご
専
門
部
会
三
股
支
部

採
れ
た
て
イ
チ
ゴ
は
い
か
が

地
元
食
材
で
料
理
の
腕
競
う

地
産
地
消
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

文
化
芸
術
と
の
触
れ
合
い
の
場
に

文
化
合
同
展

笑
っ
て
人
生
を
バ
ラ
色
に

壮
年・女
団
連
合
同
研
修
講
演
会

田
中
正
吉
さ
ん

（
稗
田
）

門
脇
末
一
さ
ん

（
蓼
池
）

大
重
順
一
さ
ん

（
上
新
）

橋
口
　
僚
く
ん

（
今
市
）

岡
　
楓
子
さ
ん

（
都
城
市
）

中
内
春
雄
さ
ん

（
中
米
）

町
文
化
協
会
長

参
加
者

昭
和
42
年
度
卒
業
生

小
学
３
年
生
以
下
の
部

優
勝　

三
股
西
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト

南
九
州
大
学

環
境
園
芸
学
部

ＪＡ
都
城
い
ち
ご
専
門

部
会
三
股
支
部
長

ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

大石三世子 氏優秀賞、準優秀賞に輝いた皆さん

①料理部門優秀賞
�『ビーフストロガノフ・ロール』

�（山内美樹さん）
②デザート部門優秀賞
�『おさつのなんちゃって大福』

�（川﨑貴紀さん）
③食品加工部門優秀賞
�『ジンジャーババロア』

�（上西真優さん）

等
学
校
調
理
科
２
年
生︵
当
時
︶が

10
人
ず
つ
参
加
︒計
30
人
で
争
わ

れ
ま
し
た
︒

な
お
︑
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

使
用
し
た
各
部
門
の
食
材
は
︑
そ

れ
ぞ
れ
︑別
納
軍
一
さ
ん︵
料
理
部

門
︑
牛
肉
︶︑
上
沖
藤
葊
さ
ん︵
デ

ザ
ー
ト
部
門
︑
カ
ン
シ
ョ
︶︑㈱
上

沖
産
業︵
食
品
加
工
部
門
︑シ
ョ
ウ

ガ
の
加
工
食
材
︶
か
ら
提
供
さ
れ

た
も
の
で
す
︒

町
長
や
生
産
者
の
皆
さ
ん
な

初めに都城東高生から各料
理の説明があった

魅惑的な料理の数々

どの料理も素晴らしく、
採点に悩む審査員の皆さん

ど
14
人
で
構
成
さ
れ
る
審
査
員

が
︑
魅
惑
的
な
ア
イ
デ
ア
料
理
の

数
々
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
採
点

を
行
い
ま
し
た
︒審
査
の
結
果
︑山

内
美
樹
さ
ん︵
料
理
部
門
・
作
品

名﹃
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ・
ロ
ー

ル
﹄︶︑
川
﨑
貴
紀
さ
ん︵
デ
ザ
ー

ト
部
門・作
品
名﹃
お
さ
つ
の
な
ん

ち
ゃ
っ
て
大
福
﹄︶︑
上
西
真
優
さ

ん︵
食
品
加
工
部
門・作
品
名﹃
ジ

ン
ジ
ャ
ー
バ
バ
ロ
ア
﹄︶の
３
人
が

優
秀
賞
を
獲
得
︒そ
の
ほ
か
︑各
部

門
で
１
人
ず
つ
準
優
秀
賞
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
︒

同
協
議
会
で
は
︑
今
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
出
品
作
品
に
つ
い
て
︑
地

域
の
新
た
な
創
作
料
理
と
し
て
︑

地
元
飲
食
店
な
ど
で
の
活
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
︒

①②

③
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Culture

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

３
月
２
日
に
︑図
書
館
の
多
目
的
ル
ー
ム

で
︑宮
崎
県
立
み
や
ざ
き
中
央
支
援
学
校
の

指
導
教
諭
︑足
立
明
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
︑

読
み
聞
か
せ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
︒

足
立
明
彦
さ
ん
は
︑脳
科
学
の
分
野
を
専

門
と
し
︑現
在
も
同
校
に
勤
務
す
る
傍
ら
︑講

演
会
講
師
と
し
て
各
地
を
飛
び
回
る
と
い
う

多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
︒

今
回
の
講
座
に
お
い
て
︑脳
科
学
の
観
点

か
ら
現
在
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

や
脳
の
発
達
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
︒

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
︑足
立
さ
ん
の
言
葉
一

つ
一
つ
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
︒

●
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

行
政
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
る﹁
九
州

管
内
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹂
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
︒ぜ
ひ
︑
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

●「
子
ど
も
読
書
の
日
」「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

毎
年
４
月
23
日
は﹁
子
ど
も
読
書
の
日
﹂︑

そ
し
て
毎
年
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で

観光パンフレットを４月中旬まで配布します
は﹁
こ
ど
も
の
読
書
週
間
﹂と
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
︒こ
と
し
の
第
55
回﹁
こ
ど
も
の
読
書
週

間
﹂標
語
は
︑﹁
た
く
さ
ん
読
ん
で
大
き
く
な

あ
れ
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

小
さ
い
時
か
ら
本
を
読
む
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
る
こ
と
は
︑子
ど
も
が
成
長
す
る
上
で

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
︒

ま
だ
︑図
書
館
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
と

い
う
人
は
︑
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
︒期

間
中
︑５
月
12
日︵
日
︶
に﹁
お
は
な
し

と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︑
４
月
28
日︵
日
︶

に﹁
お
は
な
し
会
﹂︑４
月
23
日︵
火
︶
～
５

月
12
日︵
日
︶に
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
貸
出
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
特

別
展
示
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
︒

■�

休
館
案
内︵
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
︶月
曜
日︵
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
︶・

祝
日
・
年
末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４

日
︶・
第
３
水
曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館
内

資
料
一
斉
点
検︵
年
１
回
15
日
以
内
︶

読み聞かせ講座の様子

【
日
曜
午
後
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
】

２
月
24
日
、自
主
文
化
事
業
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
・
音
楽
紀
行
Ⅲ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
・
愛
川
義

夫
、チ
ェ
ロ
・
浜
砂
な
ぎ
さ
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

＆
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
・Ｍ
И
Ｐ（
ミ
ー
ル
）の
稲

田
竜
斗
と
稲
田
由
香
里
の
４
人
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
テ
ー

マ
に
観
客
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
、
激
し
く
も

し
っ
と
り
と
し
た
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。日
曜
日
の
午
後
に
行
わ
れ
た
、す
て
き

な
大
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

【
音
楽
の
風
景
画
】

３
月
８
日
、自
主
文
化
事
業
・「『
音
楽
で
描

く
風
景
画
』
～
感
受
性
の
畑
を
耕
そ
う
～
山

内
達
哉CO

N
CERT

2013

」が
行
わ
れ
ま
し

た
。出
演
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
山
内
達
哉
、ピ

ア
ノ
・
小
林
真
人
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
谷
口

潤
実
、チ
ェ
ロ
・
井
尻
兼
人
、尺
八
・
大
河
内

淳
矢
の
４
人
で
す
。

公
演
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中
心
に
華
や
か

「 Twilight Trombone Quartet 」昨年のコンサートの様子に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。間
に
楽
し
い
ト
ー

ク
が
入
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。観
客
は
い
ろ
い
ろ

な
曲
を
聴
き
、
風
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

華
麗
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
三
股
中
３
年
生
を
対
象
に

鑑
賞
教
室
と
し
て
も
上
演
。中
学
生
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。

【
若
き
音
楽
家
】

５
月
１
日
は
、自
主
文
化
事
業
・Tw

ilight 
T

rom
bone Q

uartet CO
N

CERT

が
行

な
わ
れ
ま
す
。東
京
藝
術
大
学
の
卒
業
生
お

よ
び
学
部
生
で
結
成
し
た
、
今
村
岳
志（
三

股
町
出
身
）率
い
る
、東
川
暁
洋
、廣
田
純
一
、

佐
藤
敬
一
郎
の
４
人
か
ら
な
る
平
均
年
齢
25

歳
の
男
性
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
で
す
。

今
回
は
、
セ
カ
ン
ド
ア
ル
バ
ム
発
売
記
念

の
ツ
ア
ー
で
全
国
各
地
を
回
り
ま
す
。勢
い

の
あ
る
若
き
音
楽
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ

る
演
奏
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時 

５
月
１
日（
水
）午
後
７
時
開
演

■
場
所　
町
立
文
化
会
館

山内達哉コンサートの様子

外国語指導助手のコーナー

世
界
遺
産

世
界
遺
産
と
は
、
人
類
に
と
っ
て
大
変

価
値
が
あ
る
と
認
め
た
遺
跡
、
景
観
や
自

然
環
境
な
ど
を
国
連
機
関
ユ
ネ
ス
コ
に

よ
り
登
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
審
査

の
対
象
と
な
る
項
目
を
満
た
さ
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。そ
の
中
に
は
、「
最
上
級

の
自
然
現
象
」「
独
特
な
文
化
の
伝
統
の

証
」「
人
類
の
創
造
的
才
能
を
表
現
す
る

傑
作
」「
地
球
の
歴
史
の
主
要
段
階
を
代

表
す
る
も
の
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

場
所
は
全
世
界
に
９
６
２
件
あ
り
ま
す
。

日
本
国
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
場
所
は

★今回は、志布志を紹介します。

●お釈
しゃ

迦
か

まつり
釈迦降誕を祝う伝統行事で江戸時代から行われています。

多くの人でにぎわう鹿児島県内屈指の大祭です（４月29日）。
●志布志みなとまつり

約１万発の花火が
志布志港を彩る夏の
最大イベント。多彩な
催しが行われます（７
月第４日曜日）。
●大隅の國

くに

やっちく松山藩「秋の陣まつり」
　地域の若者たちの手作りによる祭り。アトラクション、
野菜の無料販売や鍋の振る舞いなどが行われます。（11
月第２土・日曜日）
●志布志市ふるさとまつりIN有明

地域農産物の直売をはじめ、ステージ、各種コーナーや
抽選会などイベント盛りだくさんです。（12月第１日曜日）
●問い合わせ
　志布志市企画政策課 ☎099-474-1111

iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって Vol.12

16
カ
所
で
す
。

「
原
爆
ド
ー
ム
」

「
屋
久
島
」「
姫

路
城
」「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集

落
」「
知
床
」「
日
光
の
社
寺
」な
ど
の
ほ
か
、

最
近
で
は
、
２
０
１
１
年
に「
小
笠
原
諸

島
」「
平
泉
」
が
新
た
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
世
界
遺
産
は
、
私
た
ち
が

過
去
か
ら
受
け
継
ぎ
、
現
在
を
共
に
過
ご

し
、
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
貴
重
な
も
の

で
す
。私
た
ち
の
文
化
や
自
然
は
共
に
掛

け
替
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
生
き
る
こ

と
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。

〜大人も一緒に「食育」〜

●問い合わせ：健康管理センター�☎52−8481
毎月19日は食育の日

いきいき げんき！

1日に「何を」「どれだけ」食べたらよいかをコマの形のイラストで分かりやすく示しています。「何を」とは、主食・副菜・主菜・牛乳乳製品・果物の五つの料理グループ。
「どれだけ」とは、1日の目安をそれぞれの料理グループごとに「つ（SV）」という単位で示しています。＊『食事バランスガイド』は健康管理センターに置いてあります。食事バランスガイドとは？

★楽しく・賢く・きちんと食べる★

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと
尽くしです。旬の食材を使った健康バランス食を紹介しま
す。ご家庭での献立にご利用ください。

４月の旬食材…春キャベツ
春キャベツは巻きがゆるく、内部まで薄緑色で軟らかいの
が特徴です。みずみずしく甘みもあるので、生食向きです。
※材料は全て1人分ですが、「プロセスチーズのゼリー」のみ
　４人分となっています。

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

←主食

←副菜

←主菜

←牛乳・乳製品
　果物

町公式サイトに今月分全レシピを掲載しています。ご参照ください。 町公式サイトアドレス：http://www.town.mimata.lg.jp/

【副菜一つ（SV）】　80㌔㌍　塩分0.8㌘
材　料　�キャベツ…100㌘、アスパラガス…1本、粒マスタード…小さじ１、

甘酢…小さじ１、オリーブ油…小さじ１、こしょう…少々
作り方　�①キャベツ、アスパラガスはさっとゆでる。キャベツはよく絞り、ザク切り。

アスパラガスは斜め切りにする。②調味料を混ぜ合わせ、野菜をあえる。

◎もう一品　プロセスチーズのゼリー
 【牛乳一つ（SV）　果物一つ（SV）】　190㌔㌍  塩分0.7㌘
材　料　�【4個分】　粉ゼラチン…5㌘、水…大さじ2.5、ベビーチーズ…6

個(90㌘ )、牛乳…250㍉㍑、砂糖…大さじ4、ヨーグルト…90㌘、
レモン汁…大さじ１、イチゴ…200㌘

作り方　�①ゼラチンは水に入れてふやかしておく。②チーズは小さく切り、
牛乳1/4量と耐熱容器に入れ、ラップを掛けて電子レンジで2分
加熱する。③泡立て器でよく混ぜる。④ふやかしたゼラチンを電
子レンジで10秒加熱して溶かし、チーズに加える。⑤残りの牛乳、
砂糖を加えよく混ぜ、ヨーグルト、レモン汁もよく混ぜる。⑥茶
こしでこしながら型に入れ、冷蔵庫で固める。
⑦食べやすくきったイチゴを上に飾る。

◎主食　パセリライス
【主食一つ(SV)】　168㌔㌍ 塩分0㌘  ご飯100㌘ パセリ1㌘
作り方　�①ご飯は普通に炊き、みじん切りにしたパセリを混ぜる。

◎主菜　ルウを使わないポークハヤシ
【主菜一つ（SV）　副菜二つ（SV）】　200㌔㌍  塩分1.7㌘
材　料　�豚肉…50㌘、タマネギ…1/2個、バター…2.5㌘、小麦粉…大さ

じ1/2、［水…50㍉㍑、トマト缶…1/4個、ウスターソース…小さ
じ１、ケチャップ…小さじ１、固形コンソメ…1/4個、蜂蜜…小
さじ1/2、ローリエ(あれば)、しょうゆ…小さじ1/2］

作り方　�①豚肉は食べやすい大きさに切り、タマネギはスライスする。②
熱した鍋にバターを入れ、豚肉とタマネギを炒める。③全体的に
火が通ったら、一度火を止め、小麦粉を振り入れ全体的に混ぜる。
④混ざったら、強火にし、〔〕内の調味料を加え、焦げつかないよ
うによくかき混ぜて、沸騰したら弱火で30分煮詰める。⑤仕上
げにしょうゆを加え、３分くらい煮る。

◎副菜　キャベツのマスタード風味サラダ　

カースティン・イェイツ
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する地域づくり活動を支援したいと
考えていますので、たくさんの応募
をお待ちしています。

なお、詳しい内容は町公式サイト
をご覧になるか、お問い合わせくだ
さい。

■問い合わせ
　地域政策室　地域政策係
　☎52－1111（内線223）
　町公式サイト
　http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

平成25年度の固定資産課税台帳と土
地・家屋評価縦覧帳簿が、次の通り縦
覧・閲覧できます。
■縦覧・閲覧期間と時間＝４月１日
（月）～ 30日（火）（土・日・祝日を
除く）。午前８時30分～午後５時（午
後０時15分～１時を除く）
■縦覧・閲覧場所＝税務財政課資産税

係（１階⑤番窓口）
■縦覧・閲覧できる人＝

◦固定資産の所有者本人
◦固定資産の所有者の同意を得た人

　　（委任状をご持参ください）
◦ 固定資産の納税管理人・相続人代

表者（届け出をしている人）
※�窓口に来る人の印かん（認め印可）、
本人確認ができるもの（運転免許証
など）が必要です。
■縦覧・閲覧手数料＝上記期間に限り、

縦覧・閲覧をする際の手数料は不要
です。ただし、別途各証明書が必要
な場合、手数料が必要となります。
※�４月上旬に平成25年度固定資産税
の納税通知書などを送付しています。
その中の「課税明細」と「縦覧で閲覧
できる内容」は同じものです。また、
課税明細に不明な点などありました
らお問い合わせください。
■問い合わせ
　税務財政課　資産税係
　☎52－1111（内線142・143）

■対象者＝
・ 高齢者…介護保険で要支援または要

介護に認定された65歳以上の人
・ 障害者…身体障害者手帳１～３級を

持つ人（障害部位の限定あり）
・生計中心者の所得税年額７万円以下
・税の滞納がないこと
■住宅改造の内容＝居室、浴室、洗面

所、便所、玄関、そのほか特に必要
と認められる場所(増築・新築、また
以前に助成を受けた人は対象外)
■申請受付期間＝5月１日～ 11月末
■助成金額＝お問い合わせください
■申し込み・問い合わせ
　福祉課�社会福祉係・介護高齢係
　☎52－1111（内線165［社］・169［介］）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄
付・一般寄付を次の通りいただきました。

故人のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、社会福祉発展のために有意義
に利用させていただきます。

誠にありがとうございました。
三股町社会福祉協議会
��平成25年２月１日から28日まで

昭和34年卒三股中学校同窓生一同
…………17,508円

ＮＰＯ法人みまたチャレンジ総合クラブ
パークゴルフチャリティ

…………6,710円

お知らせ Mimata Information

椎八重公園　つつじまつり
４月下旬まで

早馬神社　早馬まつり
４月29日（月・祝）【昭和の日】

■会場＝早馬神社境内周辺（ステー
ジ・剣道大会・野だて）、武道体育
館（柔道大会）、弓道場（弓道大会）、
四半的弓道場（四半的大会）ほか
■内容＝郷土芸能（ジャンカン馬踊

り・棒踊りほか）、ステージ（文化
協会・ミマタレンジャーほか）など

（予定）
しゃくなげの森　しゃくなげ花祭り
５月６日（月・祝）まで

■問い合わせ
　町観光協会�事務局（産業振興課内）
　☎52－1111（内線354）

｢2013年 感動の旅 沖永良部島へ!｣
小学生国内派遣団員募
■派遣先＝鹿児島県沖永良部島
■派遣期間＝７月31日（水）～８月５日
（月）（予定／夏休み期間中の５泊６日）
※�正式に決定次第、中央公民館・町体育
館などに募集ポスターを掲示します。
■内容＝文化学習、体験学習、自然体

験、視察、交流など
■募集資格＝町内小学校６年生
■募集人員＝30人（抽選により決定）
■参加費＝１人あたり３万３千円程度
■申込方法＝申込書（４月中旬ごろに

各小学校に配布）に必要事項を記入
の上、募集期限までに各小学校に提
出してください。
■募集期限＝５月７日（火）まで
※�日程ほか、諸事情により計画を変更
する場合があります。
※�本年度以降、海外派遣事業は実施し
ません。
■申し込み・問い合わせ
　町教育委員会�教育課�生涯学習係
　☎52－1111（内線432・433）

～平成25年度の学生納付特例申請の
受け付けが始まりました～

学生納付特例制度は、収入のない学
生が申請をして承認されると、「在学
期間中の国民年金保険料を後払いでき
る」仕組みです。この特例を希望する人
は、国保年金係（１階③番窓口）に届け
出てください。
■必要なもの＝

◦学生であることを確認できるもの
　　（在学証明書や学生証の写しなど）

◦年金手帳
◦印かん（認め印で可）
※この届け出は毎年度必要です。
■対象になる学生・生徒＝

◦ 学校教育法に規定する次の学校に在
学している人（大学、短期大学、高等
専門学校、専修学校、高等学校〔盲学
校・ろう学校などの高等部を含む〕）

◦ 学校教育法に規定する「各種学校」
そのほかの教育施設で、上記の「専
修学校」に準じ、厚生労働省令（施

行規則）に定める教育施設（例：理
容・美容師養成施設、栄養士・調理
師養成施設など）

■申請期間＝平成26年4月30日（水）まで
※�学生納付特例の申請が遅れたり、過
去に未納の期間があったりすると、
不慮の事故や病気による障害の際に
障害基礎年金を受け取ることができ
ない場合があります。そのため、申請
はお早めにお願いします。

■問い合わせ
　町民保健課　国保年金係
　☎52－1111（内線113）

町では、「自立と協働で創る元気なま
ち三股」を目指し、町民と協力して地
域の特性に応じた創造性豊かで多様性
に富んだ地域づくりの再生を推進する
ことを目的として、地域づくりを目指
す団体の「審査会の認定を受けた事業」
に対して補助金交付を行います。
■目的＝特色ある地域づくりを行お

うとする団体にその活動のきっかけ
づくりを支援するものです。

■補助団体＝地域、集落やみまたんえ
き周辺、みまたんえき多目的ホール
で活動を行う団体。ただし、町のほ
かの事業補助を受けて実施している
団体は申請できません。

■補助期間＝活動のきっかけづくり
の支援であるため、助成期間は原則
１年間（事業年度の３月31日まで）。
ただし、特に審査会で認められたも
のは最高３年まで延長されます。

■補助金額＝限度額 20万円。ただし、
みまたんえき多目的ホールを活用す
るものについては２万円。

※�なお、延長の認められた事業の場合
は、次年度以降の補助額が減額され
ます。
■募集期間＝４月15日（月）～ 5月31

日（金）
補助金額は事業内容を審査会で審

査の上、決定します。広く町民の提供

平成25年度「みんなで
創ろう、みまたん地域
づくり推進事業補助
金」事業を募集します

学生の国民年金保険料

みまたん春まつり

障害者・高齢者住宅改
造の申請について

愛のご寄付

固定資産課税台帳の
縦覧などについて

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

国内派遣

６万本のクルメツツジ

盆地の二大祭！

世界のシャクナゲ
500種3万本！

上
かみいし

石　久
ひさ

子
こ

夫 綱
つなもり

盛 86 谷 １万円
山元　千

ち

鶴
づる

夫 𠮷
よし

彦
ひこ

89 勝　岡 ５万円
松下タイ子 夫 俊

としひと

士 71 山王原 ５万円
長
ながくら

倉　穂
ほ

積
づみ

父 泰
やす

郎
ろう

89 仲　町 10万円
和田　弘

ひろ

子
こ

夫 博
ひろみ

見 78 大鷺巣 ５万円
松野アヤ子 夫 秋雄 76 寺　柱 ３万円
去川　政雄 母 ミツ 94 梶　山 ５万円
東
ひがし

　トシ子 夫 武
たけやす

安 84 今　市 ３万円
松山　敏

とし

光
みつ

母 ミヨ子 83 長　田 ３万円
高橋フミ子義妹 ヨシヱ 80 寺　柱 ３万円
中村　育

いく

夫
お

母 タキ 94 蓼　池 ５万円
柳橋　幸

ゆき

治
はる

母 フキ 90 勝　岡 ３万円
福田　房

ふさ

子
こ

夫 義
よしかず

一 64 前　目 ３万円
原
はらざわ

沢　澄
すみ

広
ひろ

義母 橋口トシ 81 東　原 ２万円

一般寄付（社会福祉協議会へ）

平成25年度の
標準農作業料金
が決まりました

■注意事項＝
◦ 作業の難易、ほ場の面積、形状な
どにより割り増し・割引の料金は、
３割以内で別途受委託者間で設定
することができます。

◦ 料金は全て消費税込みです。
■問い合わせ＝
　農業委員会�事務局
　☎52－1111（内線342）

【平成25年度�標準農作業料金および賃金表】

作　業　種　類
標準
料金
(円)

備　考

水
　
稲
　
作
　
業

田
　
植
　
え
　
準
　
備
　
作
　
業

荒
　
起
　
こ
　
し

初　田 4,870
１ 耕運作業・田植作

業での水管理と
硬化床からほ場
までの苗運搬は、
委託者が実施す
る

２ 基盤整備田１筆20
㌃以上で、整備後3
カ年を経過した水
田は、1割引きす
ることができる

３ 中代を希望する場
合 は、別 途 料 金

（3,150円）とする

麦　田 4,460

イタリアン
跡 6,250

植
え
代

初田・麦田
イタリアン

跡
6,280

田　植　え 6,300
１補植は含まない
２ 田植え機の施肥機

付きは、1,050円の
割り増しとする

刈
　
り
　
取
　
り
　
脱
　
穀

バインダー
刈り取り 7,350

１ バインダーはひ
も代を含む

２ コンバイン・脱穀
機の結束機付き
は、ヒモ代を含め
て1,575円の割り
増しとする

３ カッター使用は
1,365円の割り増
しとする

４ 全面倒伏、冠水田
のコンバイン刈
り取り（水稲）は、
5,250円の割り増
しとする

脱穀作業 6,825

コンバイン
刈り取り 1万8,900

麦  

作  

業

刈
り
取
り
脱
穀

コンバイン
刈り取り 1万1,550

一    

般   

畑   

作

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
運

イタリアン跡 5,040
イタリアン跡耕運
の２回目は、10㌃
当 た り3,360円 と
する

とうもろこし
・ソルゴー跡 4,200

麦　　跡 3,885

マルチ作業
（枕地含む） 1,260

200㍍１本当たり、
資材費は委託者負
担とする

労
務
費

農作業
労務費

5,775
　  ～

6,300
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●問い合わせ：三股町　TEL52－1111㈹　FAX52－4944

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診・相談
■期日＝５月９日（木）
■受け付け＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成24年４月・６月・８月・10月・12月・

　　　　　　平成25年２月生まれの乳児
■ 持ってくるもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度
（おっぱい相談希望者のみ）

※�身体計測、保健師・助産師の問診や子どもの月齢に応じ
て医師の診察を行います。助産師によるおっぱい相談や
栄養相談を無料で受けることができます。

●麻しん、風しん混合ワクチン（MR）の接種について
　次の対象に当てはまる人は指定医療機関で早めに接種し
ましょう。ただし、麻しん・風しん両方にかかった人は接種
する必要はありません。

■対象者＝町内に住所がある①～②の人
　　①１期＝満１歳の幼児
　　②２期＝平成19年４月２日～平成20年４月１日生

■接種料金＝期限内に接種すれば無料
※接種期限を過ぎると全額自己負担（１万円程度）です。

■接種期限＝１期は２歳の誕生日前々日まで
　　　　　　２期は平成26年3月31日（月）まで
■持っていくもの＝母子健康手帳
※予診票は医療機関にあります。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52-8101

●子育て支援センターに遊びにきませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」

の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です（※保護者同伴が原則）。

月・火・木・金の午前９時から正午まで、子育て支援セ
ンターを開放しています。また、開放日に合わせて、毎月
楽しい行事や教室を行っています。

子どもと遊べる場所を探している、またお友達を作りた
い保護者の皆さん、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てくだ
さい。
●親子教室（楽しい遊び方）
リズム遊びや絵本の読み聞かせなど楽しく親子で遊びま
しょう。参加希望の人は、お申し込みください。

■期日＝５月８日（水）　
■時間＝午後１時30分～

■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝今村美千代さん（保育士）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター　☎52-8101
ファミリー・サポート・センターたんぽぽ
からのお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　
　☎51－5688

ファミリー・サポート・センターとは、以前のように地
域で助け合っていた子育てを組織化したものです。

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員
子育てを頑張ってる皆さん。緊急時に備えて会員に登録

しませんか。登録は無料です。
また、「まかせて会員の講習会」について、本年度も第１

回目を６月に実施する予定です。保健師、小児科医、臨床
心理士、管理栄養士、保育士が講習会で講師となります。
講習を受けてから援助活動が開始されます。詳細について
は、決定次第、広報などで連絡します。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■期日＝４月15日（月）、５月20日（月）
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝健康管理センター

※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした中高年層の人が
対象の教室です。町民ならどなたでも参加できます。運
動のできる服装で室内履きを持って、お気軽にお越しく
ださい。

●エクササイズクラブについて
健康管理センターでは、ホールの使用可能な日に運動器

具の開放を行っています。19歳以上の町民なら誰でも登録
可能です。年度ごとに更新が必要です。昨年度から継続し
て利用されている人も、再登録をしてください。

使用可能な日のカレンダーを月ごとに作成しています。
健康づくりのために、ぜひご活用ください。
●いきいき元気塾（料理教室・体操教室）について

成人の皆さんを対象に、健康管理センターや各地区分館・
集落館などで、健康づくりのための料理教室・体操教室を
随時開催しています。食生活向上員や健康づくり推進員が
サポートしている教室です。

詳しい日程については、町公式サイト・回覧をご覧にな
るか、健康管理センターまでお問い合わせください。
●特定不妊治療費助成について

不妊治療のうち、体外受精および顕微授精（特定不妊治

療）について、国と町で治療費の一部を助成しています。
助成対象者、助成内容や申請方法などについては、町公

式サイトをご覧になるか、健康管理センターまでお問い合
わせください。

平成25年度介護保険料の徴収が始まります
●介護高齢者係　☎52－1111（内線162・163）

平成25年度の保険料（年額）は、次の通りです。
保険料は、介護サービスにかかる費用に応じて、基準額

（第４段階６万2,400円）が決まり、その基準額を基に、所得
に応じて次の６段階に分類されます。

・第１段階被保険者…………………………３万1,200円
・第２段階被保険者…………………………３万1,200円
・第３段階被保険者…………………………４万6,800円
・第４段階軽減被保険者（※）…………… ５万4,900円
・第４段階被保険者…………………………６万2,400円
・第５段階被保険者…………………………７万8,000円
・第６段階被保険者…………………………９万3,600円
※�第４段階軽減被保険者とは、第４段階被保険者のうち、
課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円以下
の人が対象です。

●第1号被保険者（65歳以上）
・ 特別徴収の人…４月・６月・８月は、年金から仮徴収（２

月分と同じ金額）され、10月・12月・２月より本徴収さ
れます。

・ 普通徴収の人…７月から徴収が始まり、「納付書」また
は、「口座振替」での納付になります。

●第２号被保険者（40歳～65歳未満）
・ 「国民健康保険」に加入している人…介護保険料は国

民健康保険税の中に含まれています。「納付書」または、
「口座振替」での納付になります。

・ 「職場の健康保険」に加入している人…介護保険料率
と給与に応じて、給与から徴収されます。

※�なお、所得税・町県民税申告が終わっていない場合、保険
料が高くなる場合があります。お早めに申告を済ませる
ようお願いします。
地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－8634

●「骨
こつ

コツ貯
ちょ

筋
きん

教室」の案内を郵送しました
この教室は、介護認定を受けていない人の介護予防教室

です。今のままの生活を続けていると、近い将来介護が必
要になる恐れのある、または老化のサインが出ている人を
対象にした介護予防教室です（７月ごろより開始予定）。

老化のサインが出ているかどうかのチェックは、昨年８
月に郵送や地域に出向き、行った25項目の調査（①運動②
栄養③口腔機能④閉じこもり⑤もの忘れ⑥うつ傾向など）

で行いました。今回、チェックに該当した人には「介護予
防教室参加の案内文書」を郵送しました。

参加希望の人は地域包括支援センターへお電話くださ
い。ご自宅を訪問します。
●「足もと元気教室リーダー研修会」を開催しました

３月11日に「足もと元気教室リーダー研修会」を実施し、
各リーダーから活動報告をしてもらいました。各教室にお
いて、それぞれの地域性を生かした教室の運営が行われて
います。

教室へは誰でも、いつでも参加できます。運動ができる
服装でお気軽にお越しください。詳しくはお問い合わせく
ださい。

●「足もと元気教室」　４月８日〜５月15日の日程

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物

※４月１～７日は実施しません。ご了承ください。

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

地区名 時　間 場　所 日　程

１地区 午前９時30分〜 11時 第 １ 地 区 分 館 4月19日(金)
5月10日(金)

２地区 午後１時30分〜 3時 ２地区交流プラザ 4月 9日(火)
5月 7日(火)

３地区 午後１時30分〜 3時 第 ３ 地 区 分 館 4月11日(木)
5月 9日(木)

梶　山 午前９時30分〜 11時 第 ４ 地 区 分 館 4月17日(水)
5月15日(水)

轟　木 午後１時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 4月26日(金)

三　原 午後１時30分〜 3時 三　原　　　　　　
コミュニティセンター

4月17日(水)
5月15日(水)

蓼　池 午前９時30分〜 11時 蓼 池 児 童 館 4月18日(木)
5月 2日(木)

餅　原 午後１時30分〜 3時 餅 原 営 農 研 修 館 4月15日(月)

今　市 午前９時30分〜 11時 今 市 児 童 館 4月 8日(月)
5月13日(月)

中　原 午前９時30分〜 11時 中　原　　　　　　
コミュニティセンター

4月24日(水)
5月 8日(水)

８地区 午前９時30分〜 11時 第 ８ 地 区 分 館 4月26日(金)

植　木 午後１時30分〜 3時 第 ９ 地 区 分 館 4月24日(水)
5月 8日(水)

「足もと元気教室」の様子

乳幼児の健診日程や予防接種カレンダーは、役場１階
案内、健康管理センター、子育て支援センターにあり
ます。ご自由にお取りください。

足もと元気教室リーダー研修会
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※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください。
　（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に問い合わせてください。

くらしのカレンダー
４月11日（木）～５月12日（日）

みまたくらしのカレンダー

勤労者体育センターにて

２月24日、勤労者体育センターで開
催された「三股町スポーツ少年団レク
リエーション大会」からの一こまです。
約200人が「アジャタ」（競技玉入れ）
に挑戦。バスケットになかなか入らな
いボールに多くの人が悪戦苦闘。一方、
「野球」や「ミニバスケット」単位団か
らの参加者の皆さんは、普段の競技に
おける練習成果を応用したのか、器用
にゲームをこなしていました。

◎ 今月の表紙

『アジャタに挑戦！』

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ●問い合わせ：税務財政課　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

４月30日（火）は納付期限です
●納税管理係（内線144・145）

納付期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第１期）

口座振替は4月25日（木）が振替日です。再振替は行ってい
ません。24日（水）までに預貯金口座の残高確認をお願いし
ます。残高不足などで振替ができなかった場合は、「口座振替
不能通知書」を送付します。納付書を兼ねていますので、記載
されている納付場所で納めてください。

軽自動車税の減免申請について
●住民税係（内線133・134）

４月１日現在、軽自動車を所有し、軽自動車税の身体障害
者などの減免を希望する人は、次の要領で申請してください。
◦ 受付期間＝５月24日（金）まで。ただし、土、日、祝日を除く。

期日を過ぎると受け付けできません。
◦�持ってくるもの＝身体障害者手帳、戦傷病者手帳、運転免

許証、車検証、印かんなど（家族の人が運転する場合、上記
以外に福祉事務所などが発行する証明書などが必要です）

◦�減免申請できる人＝障害の内容や等級により異なります。
詳しくはお問い合わせください。

◦�注意事項＝減免申請については、軽自動車または普通自動
車のどちらか１台に限られます。納付期限（５月31日）後、
受け付けた減免申請の取り消しはできません。ご了承くだ
さい。

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内６位／平成25年１月31日現在（26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

Ｙ
・
Ｆ
　

26
歳
　
会
社
員

も
う
事
故
と
は
言
わ
な
い

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

そ
の
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
実
家
に
帰
る
こ

と
に
し
て
い
ま
し
た
。母
か
ら
の
メ
ー
ル
で

起
き
た
私
は
、慌
て
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し
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ま
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走
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の
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に
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あ
り
ま
し
た
。「
あ
っ
」
と
思
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し
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ま
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に
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け
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が
動
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倒
れ
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い
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救
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す
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た
め
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ま
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ょ
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ま
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き
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助
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心
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ま
し
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私
も
病
院
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と
搬
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さ
れ
、
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が
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療
を
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後
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ま
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時
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か
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た
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聴
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険
運
転
致
死
罪
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道
路
交
通
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反
で
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役
５
年
が
確
定
し
ま
し
た
。手
紙
で
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判
中

に
謝
罪
の
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
は
で
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ま
し
た

が
、そ
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遺
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た
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ま
し
た
。「
息

子
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分
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で
社
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に
貢
献
す
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生
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た
だ
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そ
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す
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。

ど
う
か
交
通
事
故
を
事
故
と
思
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。自
分
や
誰
か
の
大
切
な
人
を
奪
う
犯

罪
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。犯
罪
を
犯
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ば
多
く
の

も
の
を
失
い
ま
す
。事
故
を
起
こ
し
た
後
で
後

悔
し
て
も
遅
す
ぎ
る
の
で
す
。大
切
な
人
が
笑

顔
で
毎
日
過
ご
せ
る
社
会
に
な
る
よ
う
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。※ 贖いとは、罪を償うという意味。

ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕
※原文を要約・抜粋して掲載しています。
　ご了承ください。

贖あ
が
な

い
の
日
々

1 水 ◦不燃物
2 木 ◦缶・びん

3 金

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）

◎たかお浜田（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎江夏整形外科（整・リュ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

◦図書館休館日

4 土

◎城南病院（小・内） ☎26-3662（大王町）

◎森山内科・外科クリニック（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎小山田眼科（眼） ☎22-0710（松元町）

◦図書館休館日

5 日

◎久保原田中医院（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎藤元早鈴病院（内） ☎25-1313（早鈴町）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（上長飯町）

◎メディカルシティ東部病院（外・整） ☎22-2240（立野町）

◎いき形成外科ひふ科（形・皮） ☎45-0020（年見町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

◦図書館休館日

6 月

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水 ◦不燃物
9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎安藤医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎ならはら皮膚科（皮膚） ☎22-1455（志比田町）

◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）

11 木 ◦トレイ・ペット
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎松山医院（内・呼吸・リュ） ☎24-1046（上川東）

◎豊栄クリニック（内） ☎39-2525（下長飯町）

◎マドコロ外科（外・胃・整） ☎22-0138（小松原町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎中山産婦人科（産・婦） ☎23-8815（前田町）

15 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物
17 水 ◦図書館休館日
18 木 ◦缶・びん
19 金 ◦可燃物
20 土

21 日

◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎いづみ内科（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎やの耳鼻科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

22 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
23 火 ◦可燃物
24 水

25 木 ◦トレイ・ペット
26 金 ◦可燃物
27 土

28 日

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎池之上整形外科（整・リハ・リュ） ☎23-2311（上川東）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

29 月

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）

◎ケイオークリニック（内・小） ☎46-4500（一万城町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎花房医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎武田産婦人科（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

◦図書館休館日
30 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日

◎４月の予定 ◎５月の予定
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★

■
茶
じ
ょ
け

今
年
２
月
、
旅
行
で
北
九
州
市

門
司
区
に
宿
泊
し
ま
し
た
。翌

朝
の
出
発
時
、
同
行
者
２
人
の

姿
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
連
絡

が
入
り
、
２
人
は
徒
歩
で
下
関

市
・
唐か
ら

戸と

市
場
ま
で
先
行
す
る

と
の
こ
と
。
残
り
の
メ
ン
バ
ー

で
第
一
目
的
地
、
和め

布か

刈り

公
園

に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。公

園
は
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
丘
陵
地
に
あ
り
ま

す
。
展
望
台
か
ら
見
え
る
は
、

壇
ノ
浦
古
戦
場
や
関
門
海
峡

を
行
き
交
う
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

船
。
何
時
間
い
て
も
飽
き
な
い

風
景
で
す
。し
か
し
、絶
景
よ
り

も
驚
い
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
前
を
歩
い
て
い
た
高
齢
者

男
性
が「
イ
ノ
シ
シ
が
い
る
ぞ
」

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳（新コーナー）
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公式サイトから
ダウンロードすることもできます。

�■町公式サイトアドレス　http://www.town.mimata.lg.jp/

�■問い合わせ　地域政策室地域政策係　☎52-1111

◦男／11,706人 ◦女／13,536人◦計／25,242人 ◦前月比＋23人
◦世帯数／9,790戸（＋16戸）◦出生／20人◦死亡／31人
◦転入／103人◦転出／69人

三股町の人口 平成25年３月１日現在

発行・編集／三股町 地域政策室
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているとい
われています。江戸時代は薩摩藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸
長役場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼たる原野に土木を興
し、産業を奨励し教育の振興を図って村づくりをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。

明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.512
2013.4

と
警
告
し
ま
す
。男
性
の
指
差

す
方
向
を
見
る
と
確
か
に
２
匹

の
イ
ノ
シ
シ
が
い
ま
し
た
。
と

い
っ
て
も
小
型
で
す
。「
ウ
リ

坊
」
と
い
う
や
つ
で
し
ょ
う
か
。

尻
尾
を
振
り
な
が
ら
一
心
不
乱

に
木
の
実
を
食
べ
て
い
ま
す
。

近
く
に
親
が
い
た
ら
怖
い
な
と

思
い
ま
し
た
が
、
大
丈
夫
の
よ

う
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
、
２

匹
に「
唐
戸
市
場
に
先
行
し
た

２
人
」
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。そ
の
音
の
響
き
が
、

往
年
の
刑
事
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト

ル『
ト
ミ
ー
と
マ
ツ
』
に
似
て

い
た（
韻
を
踏
ん
で
い
た
）
た

め
、
皆
帰
り
の
車
中
ま
で
大
爆

笑
。愉
快
な
旅
で
し
た
。〈
Ｗ
〉

桑　

畑　

千
代
子

旋
回
す
る 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に 

胸
騒
ぐ 

尖
閣
竹
島 

危
機
は
ら
む
今

蓼
池
は 

亡は

母は

の
故
里 

新
米
を
前
に 

た
に
し
と
り
し 

田た
ん
ぼ圃

な
つ
か
し

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
庭
草
を
取
っ
て
い
る
頭
上
を
何
回
も
近
づ
い
て
は
遠
ざ
か
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
。
敵
機
の
爆
音
に
お
び
え
た
戦
中
派
の
私
は
、
領
土
問
題
で

危
機
感
の
強
い
今
、
こ
と
さ
ら
不
安
を
覚
え
ま
す
。

夏
休
み
に
な
る
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
き
、
隣
の
姉
ち
ゃ
ん
た
ち

に
連
れ
ら
れ
て
、
よ
く「
タ
ニ
シ
」を
採
り
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
歌

友
か
ら
新
米
を
も
ら
っ
た
時
、
70
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
懐
か

し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

170

出で

水み
ず 

フ
ミ
子こ

さ
ん（
87
歳
）

三み

　し
ま島 

大た
い

　き輝
く
ん
（
０
歳
）

 
千ち

　は
る春

ち
ゃ
ん（
０
歳
）

◎
平
成
24
年
4
月
20
日
生
ま
れ

　
平
成
24
年
4
月
20
日
生
ま
れ

◎
輝
久
さ
ん
・
千
秋
さ
ん
の
長
男
・
長
女

【
山
王
原
】

週
２
回
の「
体
操
教
室
」、
週
３
回
の「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
」が
元
気
の
秘
け
つ
で
す
。
仲
間

と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
い
っ
そ
う
丸
々
と
成
長
し
、
２
人
で
笑

い
な
が
ら
遊
ん
で
く
れ
る
こ
と
も
。
ど
ん
な
双

子
に
な
る
の
か
楽
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
す
♡

ま
ち
を
さ
さ
え
る
人
た
ち

梶
山
在
住
　
後ご
藤とう
田だ
規のり
子こ
さ
ん

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や�

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

第
６
回

通信
「
お
茶
」と
出
会
っ
て

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

茶
道
か
ら
の
学
び

﹁一い
ち

盌わ
ん

の
お
茶
を
喫
す
る
こ
と
で
日
常

生
活
の
ス
ト
レ
ス
は
消
え
て
し
ま

い
ま
す
」。梶
山
在
住
の
裏
千
家
茶
道
教

授
・
後
藤
田
規
子
さ
ん（
茶
名
「
宗そ
う

規き

」）は

語
る
。茶
道
の
稽
古
を
始
め
た
の
は
22
歳
。

そ
の
後
、
夫
の
転
勤
で
全
国
各
地
を
転
々

と
し
な
が
ら
、
行
っ
た
先
々
で
茶
道
の
師

を
求
め
た
。そ
し
て
、「
お
茶
を
通
し
て
、土

地
の
良
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
人
々
の
相

互
理
解
が
深
ま
り
、
ま
た
精
神
修
養
に
も

つ
な
が
っ
た
」
と
実
感
。「
自
分
の
経
験
を

伝
え
ら
れ
な
い
か
」
と
平
成
３
年
に
梶
山

で
茶
道
教
室
を
開
講
、
同
15
年
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
侘わ

び
す
け
」
を
設
立
し

た
。一
盌
を
手
に
す
る
こ
と
で
伝
え
ら
れ
る

「
季
節
感
や
感
謝
の
心
」
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
施
設
な
ど
で
慰
問
活
動
を
続
け
て

い
る
。「
社
中
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
の

活
動
で
す
。お
茶
を
介
し
て
、心
の
ゆ
と
り

に
つ
な
げ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

だ
け
ど
私
も
ま
だ
ま
だ
修
業
の
途
中
な
ん

で
す
よ
」。規
子
さ
ん
は
優
し
く
笑
っ
た
。

　
　

こ
だ
わ
り
の
製
法

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
中
園
鶏
肉
加

工
店
の「
鶏
モ
モ
カ
ッ
ト
焼
き
」。鶏
本
来

の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
よ
う
に
店
独

自
の
味
付
け
を
し
た
地
元
産
鶏
肉
を
、熟

練
し
た
職
人
が
レ
ン
ガ
の
窯
で
じ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
蒸
し
焼
き
に
し
ま
す
。

余
分
な
脂
や
水
分
が
抜
け
落
ち
、
大
変

健
康
的
で
あ
っ
さ
り
と
し
た
一
品
。「
匠た
く
み

の
技
と
味
」を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

【
鶏
モ
モ
カ
ッ
ト
焼
】

１
本
４
５
０
円
（
価
格
は
変
動
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
）
／
生
産
者
・
中
園

鶏
肉
加
工
店

「第26回三股町文化合同展」で「お茶の振る舞い」を行う規子さん

　
　

特
製
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

C
afé M

IYA
B

I

で
は
︑
自
家
栽
培
の

野
菜
を
中
心
に
毎
日
手
作
り
の
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

店
で
お
客
さ
ま
に
提
供
し
て
い
る
ド

レ
ッ
シ
ン
グ﹁
朝
ど
れ
菜
園
﹂
は
安
心
・

安
全
に
こ
だ
わ
り
︑保
存
料
を
使
用
し
な

い
︑体
に
優
し
い
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

種
類
も
豊
富
で
︑﹁
ハ
ー
ブ
﹂﹁
と
ま

と
﹂﹁
に
ん
じ
ん
﹂﹁
ゆ
ず
﹂﹁
日
向
夏
﹂

な
ど
が
あ
り
ま
す
︒
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も

お
試
し
く
だ
さ
い
︒

【
朝
ど
れ
菜
園
】

各
４
５
０
円
／Café�M

IYABI

〒
８
８
９

―

１
９
０
１

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
大
字
樺
山

４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分 ※表示価格は全て税込みです

http://ameblo.jp/yokamonya/

桑　

畑　

ト
ミ
子

大
輝
く
　
ん（
写
真
右
）

千
春
ち
ゃ
ん（
写
真
左
）

お花見は
行ったかの？
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町の栄養士から～ 

 

 

 

★★★★楽楽楽楽しく･しく･しく･しく･賢賢賢賢く･きちんとく･きちんとく･きちんとく･きちんと食食食食べるべるべるべる★★★★    

旬の食材は おいしい！栄養価が高い！安

い！といいこと尽くしです。旬の食材を使った健

康バランス食を紹介します。ご家庭での献立に

ご利用ください。 

４月の旬食材 春キャベツ： 春キャベツは巻き

がゆるく、内部まで薄緑色で軟らかいのが特徴

です。みずみずしく甘みもあるので、生食向きで

す。 

材料は全て１人分です。 

主食 パセリライス 

【主食一つ（SV）】 168 ㌔㌍ 塩分 0 ㌘ 

ご飯 100 ㌘ 
パセリ 1 ㌘ 

1.ご飯は普通に炊き、みじん

切りにしたパセリを混ぜる。 

 

主菜  ルウを使わないポークハヤシ 

【主菜一つ（SV） 副菜二つ（SV）】  

200 ㌔㌍ 塩分 1.7 ㌘ 

豚肉 50 ㌘ 
タマネギ 1/2
個 
バター 2.5㌘ 
小麦粉  
大さじ 1/2 

水 50 ㍉㍑ 
トマト缶  

1/4 個 
ｳｽﾀｰｿｰｽ  

小さじ１ 
ケチャップ 

小さじ１ 
固形コンソメ 

1/4 個 
蜂蜜 

小さじ 1/2 
ﾛｰﾘｴ(あれば) 
しょうゆ  

小さじ 1/2 
 

1. 豚肉は食べやすい大

きさに切り、タマネ

ギはスライスする。 

2. 熱した鍋にバターを

入れ、豚肉とタマネ

ギを炒める。 

3. 全体的に火が通った

ら、一度火を止め、

小麦粉を振り入れ全

体的に混ぜる。 

4. 混ざったら、強火に

し、〔〕内の調味量を

加え、焦げつかない

ようによくかき混ぜ

て、沸騰したら弱火

で 30 分煮詰める。 

5. 仕上げにしょうゆを
加え、３分くらい煮
る。 

 

副菜 キャベツのマスタード風味サラダ 

【副菜一つ(SV) 】 80 ㌔㌍ 塩分 0.8 ㌘ 

キャベツ 100 ㌘ 

アスパラガス 1 本 

粒マスタード  

小さじ１ 

甘酢 小さじ１ 

オリーブ油  

小さじ１ 

コショウ 少々 

1. キャベツ、アスパラガスは

さっとゆでる。キャベツは

よく絞り、ザク切り。アス

パラガスは斜め切りにす

る。 

2. 調味料を混ぜ合わせ、

野菜をあえる。 

 

＊このメニューの材料は 4 人分の分量になってい

ます。 

もう一品  プロセスチーズのゼリー 

【牛乳一つ(SV) 果物一つ（SV）】  

190 ㌔㌍ 塩分 0.７㌘ 

【4 個分】 

粉ゼラチン 5 ㌘ 

水 大さじ 2.5 

ベビーチーズ 6

個(90 ㌘) 

牛乳 250 ㍉㍑ 

砂糖 大さじ 4 

ヨーグルト 90 ㌘ 

レモン汁 

大さじ１ 

イチゴ 200 ㌘ 

1. ゼラチンは水に入れてふ

やかしておく。 

2. チーズは小さく切り、牛

乳 1/4 量と耐熱容器に

入れ、ラップを掛けて電

子レンジで 2 分加熱す

る。 

3. 泡立て器でよく混ぜる。 

4. ふやかしたゼラチンを電

子レンジで 10 秒加熱し

て溶かし、チーズに加え

る。 

5. 残りの牛乳、砂糖を加

えよく混ぜ、ヨーグルト、

レモン汁もよく混ぜる。 

6. 茶こしでこしながら型に

入 れ 、 冷 蔵 庫 で 固 め

る。 

7. 食べやすくきったイチゴを

上に飾る。 

 


